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融
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猷
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が

難

事

ε

い

ふ

に

ば

あ

ら

す

し

て
、大
磴

解

設

鍬

比

さ

れ

て
、其

原

語

僚

曾

の
判

明

せ

る

も

の

多

し

ε

い

へ
き

も
、未

だ

其

對

比

の

判

明

せ

ざ

る
も

の

少

か

ら

す
o

本

篇

は

後

奢

郎

ち

比

較

的

難

解

の
唐

音

語

に

つ
き

て

研

究

し

た

る
結

果

の

一
部

霊
、唐

書

關

係

の
特

別

事

項

研

究

の

.
一
郁

ミ

を

發

表

し

て
、讃

者

諸

君

の
批

正

を

乞

は
ん

S

す

る

者

な

り
。

　
　
　
.　

　

網
　

狂

言

の
中

の
唐

音
摘語

建

利
時
代
の
狂
　畠

轟

入
子
費

(雑

議

)、.唐
人
相
撲

(讐

蠡

)
及
び
霙

(燦

、競
)
の
シ
香

キ
な
蜘こ
の
人
が

塘

晋

を

以

て

問

答

す

る
も

の

あ

り
。

黔

時

日

明
交

通

の
爲

め

唐

昔

の

流

行

し

だ

る

一
例

誰

ミ
し

て

注

意

す

べ
.き

も

の

な

る

べ

し
。
.
峙

に

唐

人

子
賓

の

粧

言

に

は
、左

記

の
如

く

唐

銃54
九

語

を

載

せ

た

り
。

常

時

の

唐

昔

は

川

書

の
支

那

籍

を

う

つ
し

た

る

も

の

な

ら

ん
が
亭

試

み

に

今

の

所

謂

官

話

の
丈

那

替

に

よ

り

て
狂

言

の

假

名

文

字

の

唐

普

語

ε
對

譯

還

元

せ

し

め

た

る

、漢

字

霊

を

紀

入

す
れ

ば
、左

の

如

し
。

　

　

　

　

　

,
第

三

巻

　
　唐

曾

十

八

考

　
　̀
　

　

　

　

　

　

　

　

　
.
　

　

　
・
　

　

　

　

　

　

　

　

一

●

箪
へ齢　　　伊い「り駈 引隙 醐 囓L

み

㍗紳
餌.琳

＼

"t・'xr

塊

,

叫

)

噛

鳥

ヘリ

7厂

1

、

!

.ノ

翫

P

p.ひ

　

「

」
ー

燃
∵

ー

r
-

-.し



■「.ー

ー

1
1
ー
ーI
f

I
　-

肺
(

,

濠

h
ー

ノ

鳶

伽

})
F

μ

、

・ぎ・・1も・.・輪' .1「心r・乙.t・・「、,1・.1嘱.'al・;;.:.畆;,しき.、:"",`・L,ハ.鴫L,,㍊亠b　 　。 へ

、

'

　

　

　

第

三

卷

ハ

ウ

ク

ウ

ブ

ス

ウ

毛

イ

ハ

ン

ク

ワ

イ

シ

イ

サ

ァ

ス

ウ

ナ

ァ

ラ

イ

ク

フ

ン

キ

ン

タ

フ

ケ

チ

ン

ト

ン

リ

ヨ

膚

暦

+

八

考

　

か

な

し

い

　

い
や
く

　

嬉

し

い

　

早

ふ

　

し

ま

ら

く

　

　

`

　

持

て
こ

い

　

首

尾

　

い

や

　

心

得

た

此

對

譯

に

つ

き

て

參

考

ε
す

べ

き

も

の

は
.

左

の

如

く

記

さ

る

、

所

の

六

一唐

読阿
甑
…
な

り

o
　
(附
黒
記
、

　

　

　

　

ヱ
み
イ

　

　

　

　

言

語

門

弼
熱
.

榔
彰

黝

魏

.
、

1嬉鴛 垂菎

ナ
ア

ラ
イ

拿

來

ザ
　

ス
ワ

不
是

ハ
ゥ

ク
ウ

ワ

好
苦

二

好

苦

不

是

喜

歡

・　

-

快

些

　

　
.

少

時

拿

來

　

　

　

　

　

　

,　

　

　

　

　

　

　

'

光

最

　

　

　'　

、

ダ
　
ブ

　

ケ
ロげ

他

不

背

知

道

了

　

　

　

.

「唐

説53
和

解
」

(作

者

未

詳
、正

徳

六

年

逍

遙

軒

題

叫冨
、寃

延

三

年

刊
)の

乾

の
卷
に
、

　

　
「唐

諺14
和

解
」の

儿

例

に

餌.宕

は

膺

替
、左

は
和

習
』

ε

あ

り
)

持

來

噌
ツ
γ
コ
4

引嫌

々

イ
ヤ
く

愁

々

ヵ
ナ

5
イ

二
　

豐

太

閤

扇

面

の

唐

普

語

順

げ

一

次

に
豐

臣

時

代

の
唐

書

の

實

例

ε

レ

て

注

意

す

べ

髫

も

の

は
、豊

太

閤

所
持

S
傳

へ
ら

る

・
扇

而

に
認

さ

れ

た

る
外

國

語

ノ

、

、

-ー
..に

塊 イ
齢■



稗 鰍 嚇 患・齢1漁 愁翻購 燕`惣 漁'鰍 鯲 ・繍 癩,軸 黼 ・㈱ 轟・・…軸 ・黜 雛 ・讎轍 輔 ・聯'鞭 撫 蜘 ・…嗣・:'・臙 幽 識・編 ・1・構 瞬 ・幅 ・1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 '

魔

こ
の
唐
普
外
國
韓

つ
章

綾

姦

士
奮

累

は
「馥

征
臓
籍

」中
笹

於
乏

を
盞

し
講

麗

の
支

,那
語
な
ゐ
べ
し
三

範

燕

語
孱

瞬

問̂
し
て
假
菱

字
の
需

の
外
國
語
に
支
響

原
語
の
漢
字
を
對
皆

+
藷

の
曜
、+
三
語

嫉
之

を
比
定

對
譯

せ
ら
れ

し
竣

艱

…
は
對
庶
す

べ
き
支

那
璽

娩
し

ご
せ
ら

れ
た

り
し
が
如

き
状
あ
り
・

今

此

断

塾
も

つ

く

わ

い
・た

じ

ん
・な

う

起

う
、か

ん

ふ
か

ん
)に

就

て

断

ふ

る

に
㍉
左

記

の

如

く

對

比

す

べ
き

も

の

か

ざ

思

は

る

}
な

り
。

　

　

(浸

話

司

喩

)
　

　

御

れ

い

巾

な

り

　

　
、

　

　

も

う
　
く

わ

い

　

(釧
司

不

見
)
　

.
此

程
御

ロ
に

か

;

す

　

　

た
じ

ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　こ
U
に
ご

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　　

　

　

(惱

了

)乂
は

(閙

了

)
　

腹

立

　

　

際
う
れ
う
　

　

　

　

　
」　

ー3
ら
ミ

r

(幹

不

幹

)
　

　

　

左

様

歟

左

樣

・

　

　

か
ん
ふ
　
か
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
か
そ
　
で
　
な
い
か

　
　
器

忽

タ

一
黔

か
題

ア
　

、

s

あ

り

、叉

島

津

重

豪

の

「南

山

俗

語

考

」

　

　

ゆ
　
　
げ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ノ

　
　
嬬
槲
翼

〃
雰

ミ
あ

る
が
如

き
も

の
な

り
。
、

　
　

　
　
　
　
　

三

メ
で
ザ
ワ
ヨ
　
ユ
て

(
湊

話

可

喩
(御

禮

の

由
T

上

げ

や

う

こ

れ

な

し

))

ト
　

ヂ

ブ

　
ゆ
エ
ル

(
多

日

不

見

)

か
オ

ラ
　

ナ
ォ

ラ

(惱

了

、關

了

)

カ
ン

ジ

　
　か
レ

(幹

不

幹
)

　
　
　
　

こ

の
對
謙

に
つ
き
て
參
考

す
べ
き
も

の
は
、岡
島
冠

山
の
「唐
話
纂

要
」

(享
保

元
年
,序

跋
)巻

一
の

二
字
話

の
中

に
、

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
(明
和

四
年
自
跋
、南

山

は
重
豪

の
別

號
な
の
)卷

一
の
性
情

の
部

に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曾

呂
利

の
狂
歌

の
中

の
唐

暑
語

ー
　

-
　
次

に
又

豐

太
閤
に
關

す

る
こ
ε
な

る
が
、太
閤
あ

る
時
御
茶
菓

子
に
黒
胡

廠
を

か
け

た

る
握

飯
を
饗
應

せ
ら
れ

し
に
.曾

呂

　
　
　

利

新
左
衛
門

は
.

　
　
　
　
　

握
儀
黒
胡

麻
か
け

て
出
で
た

れ
ば
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
-

　
　
　
　
　
　

　

、
第

三
卷

　
　癖
　
瞽

十

八
考

　
　

　
　
　
　.
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

hう

　

　

　
　
.
　

　

　

　

　

　

　

、
')

　

竪.　

　

　

㌧

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
-
　

-
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

鴇̀
引
　

　

　

咳
　
嗣　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

wー

　

　

　
層雪

∴
ー

ー

茸

油
罫

弓
覧∴
∵

'☆

,
」

∵
耐

評

.

∴

烈

鑽

"
.
～

綜
、
∵
、∵

、職

、驢∵

∴
,ぞ

∴

　
さ

犀
郭

∴

・
・＼

隷

義

蛭

《
"
塰

ド壕

∵

・

　 　 　 ,tA　　　mい　 　 ,17智{脚 爐煽駄}鵲



■
「
1
ー
ー
i

-

I
l
I

-...

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 【悶柵¶`与　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 旧哨馴巳
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ∵
　 　 　 　 　 　 　 　 　 「【卩　　闇　 　 　 　 　 　 　 　 .胴甲■.}　 　 　 　 　 　 「層尸　一一■一 一　 　 　 　 　 　 一【冒　 　 　 　 .　　L　冒　 　 　 隔囀「卩　 圃圓開　」　 }　..剛.ヤ「閣　 　 　 　 唱　.層.闘卩.　 　 　 ◎-NFF引し　 　 凸」　脚障}　 .Itt　　啼1㌔順,.卜.1L旧、b選 掘1畳.」ilL.・}悔【捕 、1鋼 温 。.軸 燕 語温 』ぺ 恥.■ 、'.:、!_'撫 婦_、,_癬

丶

ド

庵、

,
丶

F

ヘ
ノ

、

嚇

ハ
ソ

98-

　

　

　

　

　
●
　
第
[
三

卷

　
　唐

暦

十

八

考

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
四

,
　

　

　

　

皆

人

侮

に

あ

』
う

ま

ミ

い

ふ
　

　

　
、
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
骭

　
S

い

ふ

一
詮

の

狂

歌

を

作

り

し

ε

い

ふ
。

こ

の
歌
、釋

了

意

の
「曾

呂

利

歌

咄
」に
見

ゆ
。
『
あ

・
う

ま

ご

い

ふ
』

の
末

の

一
句

は
、

　
た

讐

う

ま

い
、あ

」
美

味

な

り

ご

い

ふ

義

な

る
が

如

し
。　
然

れ

嚇こ
も
、島

津

重

豪

の
「成

形

岡

説
」卷

二
十

に

　

、

.伊

曾

仁

　

即

胡

麻

也

蓋

古

名

ε

云

禾

考

得

す

　

　

　

　
・　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

軸

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

コ　　し

　

　

　

　
宇

呉

臓
　
　
　
叉

胡

獅

唐

書

ウ

ー

マ
ー
、し

か

ら

ば

宇

は

胡

の
唐

.菅

に

し

て
、此

閊

に
有

來

れ

る
胡

班

の

外

に
、舶

來

の

種

　

　

　

　

　
を

さ

し

て
、宇

莫

廟

ミ

い

ひ

し

を
、後

は

書

便

に

從

て

英

廉

ε

の

み

呼

び

し

ε

は
見

え

た

り
。
.

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

も　　も

　
ε
あ

る
に
よ

っ

て

考

ふ

れ

ば
、
冤
あ

レ
う

ま

ε

い

ふ
』

の

う

ま

は
、翠

に

あ

・
う

ま

い
、あ

・
美
味

な

り

S

い

ふ

の

義

の
み

に

あ

ら

す

し

で
、胡

庶

が

ウ

マ
夊

は

ウ

ー

マ
」

の

唐

曽

な

る

に

因

み
、發

説14
の

洒

落

を

も
加

味

し
、胡

癪

を

か

け

た

る

握

餓

な

れ
ば
、

解,あ

}
う

ま
(胡

麻
)く」
い

ふ
』

置

よ
み

し

も

の

な

る
べ

し
。

曾

呂

利

新

左

衛

門

が

唐

曾

逋

な

り

し

や
否

や

は
、未

だ

之

を

知

る

こ

　
ε
を

得

ざ

れ

曹

も
、兎

に

角
、こ

の
歌

は

胡

痂

の

唐

晋

を

應

川

し

た

る

も

の

ら

し

く

思

は

る

、
な

り
。

胡

臓

の
唐

普

の

ウ

"、
ε

　

　

　

　

　

　

　

　
も　　さ

美

味

の

う

ま

い

の

う

ま

ε
を
,結

び

合

せ

て
、
『
あ

・
う

ま

ε

い

ふ
』

ε

洒

落

て

よ
み

し

も

の
な

る

べ

し
。

斯

の
如

く

見

て

こ

真
そ
盆

々

こ

の
歌

の

妙

味

加

は

る
が

如

く
感

ぜ

む

る

}
な

り
。

單

に

あ

・
う

ま

い

、こ
い

ふ

の
み

に

て

は
、曾

呂

利

の

頓

智

を
娑

'

せ

ざ

る

こ

ε
な

h
o
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

、
,

　

　

　

　

　

　

　

　
ウ
　

　
　
　
　
　

ウ

ヅ
ン
ウ

".'
ウ

サ冫

　

胡

庶

の

唐

書

の
胡

に

つ

き

て

は
、胡

散
、胡

亂
、胡

甃

な

噸}」
の
唐

講ー-
語

を

參

考

ε
す

べ

き

な
吻
。
　

　

　

　
'

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

個

　
　
　
　
　
　
　
四

ヵ

ル

ザ

ン

の
唐

普

　
　

.

　

カ

ル
サ

ン
は

鳳
種

の

汗

襦

神

な

り
。

逋

常

輕

袗

の

字

を

あ

つ

る

も
、是

は

汗

袗

の

唐

普

的

日

本

語

な

る

べ

し
。
「仰
…諺

集

覽
」

に
、
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

、
"

P

'

e

試㌦P

广
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愚

按

に
、軽

袗

さ

か

け

る

は
、金

く

の

俗

川

也

。
　

汗

袗

な

る

べ

し

。

汗

字

は

舌

内

普

に

て

カ

ン

。蟹

カ

ル

マ
、
呼

ぶ

べ

き

字

な

↓
。

云

々
。

　

　

　

　

　

　

　

　

に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ロ　
　
　
　
　
　
　
　
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
る
さ
ん

S

い

へ

る

は
、正

常

の

解

釋

な

り

。

ま

た

田

宮

仲

宣

の
「偶

奇

假

名

引

節

珊
」
に
、明

に

汗

袗

S

振

假

名

を

つ

け

た

る

は
、簡

明

S

い

ふ

べ

し
。

國

語

の

諸

辭

書

に
「
か

る

さ

ん

樫

袗

」ご

あ

な

は

考

諭

未

だ

詳

な

ら

ざ

る

者

S

い

ふ

べ

し

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ツ
ル
ガ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ツ
メ
ガ

　

汗

(
カ

ン

叉

は

ヵ

ヌ
)
の

カ

ル

ε

な

る

こ

く
}
に

つ

き

て

聯

想

す

る

も

の

は
.角

鹿

の

地

名

が

つ

ひ

に

敦

賀

ミ

な

り
、散

樂

(ザ

ン

ガ

　

　

　

　

　

　

サ
ル
ガ
ク

ク
、
サ

ヌ

ガ

ク
)が

猿

樂

ε

な

れ

る

な

き

の

日

木

の

諸

實

例

を

始

め

ミ

し

て
、左

記

の

如

き

支

那

史

上

の

諸

例

證

な

り
。

　

　

　

　

　

　

　

ア

ル

サ

ク

》
誘
拶
爵
●

、
P

、

安
　
　
窟鑿

按

豪
按
台
)

ア
　
ル
　
チ
ユ
フ

阿
勒

楚
哈

河

ア
　

ル
　

ケ
イ

阿
爾

泰

　

以

上
、安

ま

た

は
按

の

字

の

ア

ン
叉

は

ア

メ
が

す

べ

て

ア

ル
ε

な

る

も

の
な

り
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

'曁

闃

盤

陀

　

　
　
・　

　

Q
碧
})彎
魯
.

　

ロ

悉

萬

斤

　

　

　

　

　
勢
彰
9
羣

乙
●

大

剣

」　

　

　

　
　

臣

毛
9
5
日
彪
=
§
.
、

崑
刺

　

　
「　

　

　

9

乙
。
「・

　

　

以

上
、漢
、萬
『
宛
、屯

の

四
字

共

に

ン
夂
は

ヌ

の

臀
を

以

て

終

る

も

の

な

れ

♂

も
、
ル
の
普

の

外

國

語

に

充

册

さ

れ
た

る

　

　

、
第

三

卷
　
　
唐

替

十

八

考
　
　
　
　
　
　
　
　
-　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヘ
ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
A
ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

『〈
＼
　
　
　
,　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噛、
　
　
　
　
'
,　
　
　
、　
　
　
　
　

ノー

鴫

舜

餓
　 繍 曜 鯛

μ門嶋　幽
　 り　　　　　　LH　陣th覧 ド
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ρr

、、

ノ

ポ 、

の 第

な 一一

見 卷

　 唐

　 普

　 十

　 八

　 考

阜

↓

'

噛匚置.

.1、

μ

　
　
　
　
　
　
　
五

　

欠

と

甲

と

羮

の
唐

音

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

カ
ン
　
　
　
わ
ン

カ

ン

亙

い

ふ

國

籍

に

、鑾

卩
起

源

の

も

の

三

ツ

あ

り

。

欠

、、、
甲

.、、
羮

寸
、
な

り

。

聖

、・
蓉

、
の

川

例

は

め

づ

ら

し

か

皇

ぜ

れ

　

　

カみ

母

も
欠

の

珊

侮

は

普

逋

周

知

の

事

に

あ
ら

ざ

る

べ

し

ミ
思

ふ
。

　

欠
(カ

ン
)は
量

目

の
映

損

淌

耗

を

い

ふ
。

欠

の
字

の

支

那

習

ξ
諺

よ

り

轉

じ

た

る

も

の
な

り
。

或

は

η
ハ
欠

の

字

の

日

本

漢

嘗

の

ケ

ン
の
轉

じ

た

る

も

の

か

ミ

も

思

は

る
。

欠

の

字
、往

々
.缺

の
字

に

代

川

せ

ら

れ

て
、ク

ツ

マ㌧
皆

談

す

る

も

の
あ

る

も
、

元

來

ケ

ン
の

曽

な

り
。

坎

の
字

の

曽
が

カ

ン
な

る

こ

く
}
も
、こ

の
場

合

參

考

ε

す

べ

き

も

の

な

り
。

侮

欠

の

字

の

上

記

の

如

き

意

味

の

川

例

に

は
、欠

缺
、欠

債
、欠

款
、欠

項
、欠

契

欠

軍

な

3

の

諸

語

あ

り
。

又

元

の

朱

傑

の
「算

擧

啓

豪

の

和

刻

木
(星

豊野

助

衛

門

尉

賢

正

註
)卷

上

の

二

十

六

頁

の
算

術

問

題
、
.　

　

　

　

　

　

　

　

、　

　

、　

　

、

　

　

今

右
レ人

欠

錢

一
萬

一
千

一
一
百

五

十

貫
◎　
欲
レ還
"錢

銀

適

等
↓.云
々
。

の
欠

餞
」の
欠

の

字

に

ケ

ン
ε
特

に

振

假

名

を

つ
け

た

り
。

さ

て
岡

島

冠

山

の
「唐

話

纂

要
」卷

一
に

　

　

ン
ンヅイ
ン

　

　

欠

情

プ

サ

タ

イ

タ

シ
'
マ

シ

タ

　

T
　

.
　

　

　

、・

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

カン
カヶツ

ミ

あ

り
。
・中

村

李

吾

三

近

子

著

の
「俗

字

指

南

車
」

(享

保

十

六

年

自

序
)に
「欠

立
」ε

あ

り
、谷

口

松
軒

著

の
「魁

木

大

字

類

苑
」

(明

治

二

十

二

年

刊
)の

へ
の

部

に

　

　

　

　

　

　
、
　

　

　

・
　

　

　

　

　

　

.　

　

　

　

　

　

　

。

　

　

ヘリ
マイ

　

　

耗

米

　

カ

ン
、マ
イ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

、
　

　

　

　

.

ε
あ

り
、カ

の

部

に

'　

　

　

　

　

　

　

　

・

　

　

ヵン
マイ

　

　

省

耗

ヘ
リ

マ
イ

・

(

4

}

'
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記
瀕

-

も

$

あ

り
。
　
是

等

の

列

マ
イ

の

刺

司
は
郊

な

な
べ

し
。
、
叉
「倭

訓

栞
」に
、

　

　

算

に

か

ん

の

た

つ

ミ

い

ふ

は
欠

岸

也
。

短

欠

折

欠

な

徳

見

ゆ
。

S

あ

り
。

叉

注

意

す

べ

き

は
、

「木
倉

道

中

膝

栗

毛
」の
中

仙

道

加

納

驛

の
條

に
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

カ
ン

　

　

彌
「川

留

は

い

}
が
、段

々
懷

の

内

に

欠

が

た

つ
に

は

困

り

果

る
。

一S

あ

る
が

如

き

も

の

な

汐
、欠

の

唐

昔

語
(カ

ン
)は

頗

る
廣

く

行

は

れ

た

り

し

な

り
。

　

ヌ

キ

ヤ

艶

ス
イ
(欠

錢
)

「俚

諺

集

覽
」に
、長

崎

に

て
金

持

た

ぬ

入

を

い

ふ
'S
あ

り
。

こ

れ

は

欠

錢

の

支

那

瞽

ξ
鬘

島
窪

,
の

、韓

訛

し

た

る

も

の

S
看

倣

す
、べ

き

も

の

な

れ

ば
、盆

々

『
カ

セ
が

立

つ
』

な

曹
い

ふ
場

合

の

カ

ン
も
、欠

の

字

の
支

那

昔

よ

り

「起

る

も
'の

な

り

言

い
ふ

前

設

の

穏

當

な

る
こ

ε
を

認

む

べ

き

な

り
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
'

　

ヌ

カ
、ン
カ

ン
霊

い

ふ
語

あ

り
。

秤

量

を

秤

り
調

ぶ

る

の
義

な

り
。

そ

の

字

は

蓋

し
看

欠

に

し

て
、量

目

に
欠

即

ち

峡
損

減

耗

あ

る

や
否

や
を

看

る
の

義

な

る

べ
し
。

看

々
の

二
字

も

考

へ
得

る
こ

ミ

な

れ

さ

も
、量

目

を

秤

り
調

ぶ

る

に

縁

の
あ

る
欠

　

　

　

　

　

　

カン
カ
　ザ

の

字

を

用

ひ

て
、看

欠

ε
す

る
方

穩

當

な

る

べ

し
。

　
　
　
　
　
　
　
六

　

キ

ヤ

タ

ツ

の

唐

音

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ラ

　

キ

ャ

タ

ッ

ε

い

ふ

語

の

原

語

S

し

て
、遖

常

一
脚

櫑

ま

た

は

二

脚

蹈

の

字

を

あ

て
、或

は

三

脚

立

ミ

か

く

も

の

あ

り

。

三

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　,(

・

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ラ
　　　
　
　
ラ

誤

れ

る

は

欝

な

か

る

べ

し
。
　

一

ε

二

の

近

世

支

那

晋

は
、
ミ

も

に

昏

写
o
盛
ぜ

(P.乞
一)

に

し

て
、特

に

脚

蹈

は

近

世

支

那

語

に

も

キ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(

　
　
　
(

ヤ

タ

ッ

の

義

に

用

ひ

ら

る

れ

ば
、
キ

ヤ

タ

ッ

の

原

語

ミ

し

て

も

不

可

な

か

る

べ

し
。

脚

搨

の

二

字

も
、瞽

の

上

に

て

は

車
.
ヤ

タ

ツ

の

原

語

S

し

て

不

可

な

か

ら

ん

も
、近

世

支

那

語

に

於

て

は

多

く

加

ひ

ら

れ

す

。

故

に

む

し

ろ

脚

蹈

を

キ

ヤ

タ

ヅ

の

原

語

噺

す

る

を

可

ミ

せ

ん

か
。

　

　

　

　

　

第

三

卷

　
　
群
旧
署

十

八

考

　

　

　

　

　

　

■
　

　

　

　

、
　

　

　

.
　

　

　

　

　

　

　

　
七

　

　

　

　

ノ

、

　

叫

,
飛

弟

礬
,
蚣N

艶

,
・
　

.
,

誓

.

厂
　
-

"

ヘ
ノ

.『

駆(

、

ヘ
ゾ

亀
.吻

51

山

、

∴

・

:

浄

賃

一
㌧

,
◎
、

h
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冨
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気

「メ

レズ

、

、㍉

ノ

の

沸

　

　

　

　

　

　
第

三

巻

唐

昔

十

八

考

・

,

八

　

但
し

脚

姻

は

叉

脚

蹈

子

霊

も

い

ふ
。

後

者

の

三
字

の
近

世

支

那

音

は

。冒
き
き
㌣
9

な

れ

ば
、キ

ヤ
タ

ヅ
の

原

語

ε

し

て

最

も

可

な

る
べ

し
。

或

は

叉

脚

搭

子

ε

も

い

ふ
。

曾

義

ミ

も

に

キ

ヤ

タ

ッ

の

原

語

ミ

し

て

可

な

る

べ

し
。

　
　
　
　
　
　
　

七

　

セ

ン

ロ

ツ

ポ

ン

附

ソ

ボ

ロ

の

唐

音

　

、

　

セ

ン

ロ
ッ
ボ

ン
　

大

根

を

細

く

長

く
せ

ん

に

切

り

た
'る

も

の

を

セ

ン
ロ

ッ
ボ

ン
ε

い

ふ
。

此

語

に

千

六

本

の

三
字

を

あ

つ

る
が

如

き

は
全

く
俗

設

な

る

こ

S
、左

記

の

諸

書

に

ょ

り

て
も

明

な

り
。

　

せ

う

つ

ぼ

ん

　
庭

訓

往

來

に

い

ふ
繊

蘿

萄

を

謬

り

呼

る
な

り
。

　
　

大
根
を
ほ
そ
遥

ん
に
切
た
る
也
。
・〔誘

驫

攣

5

.

　

生

蘿

萄

　
0
〔尺

素

往

來
〕生

蘿

萄

今

本

の
點

に

セ

ン

ロ

フ

ε
あ

る

は

い

ぶ

か

し
。

そ

れ

は
繊

蘿
萄

に

て
今

俗

に

せ

ん

ろ

ふ

　

　

ε

い

ふ

も

の

な

り
。
.
よ

こ

な

ま

り

て

は

千

六

本

霊

い

ふ

も
.こ

ε
わ

り

は

か
な

へ
り
〔類

聚

名

物

.考

飲
食

部

四
〕

㊧

円
U

h　

セ

ロ
ッ

ホ

の

味

噌

燒

汁

ミ

云
も

の

京

師

の
茶

席

に

用

ふ
。

是

を

ソ

ロ
ボ
汁

な

尋」
・
い
よ

く

誤

れ
り
。

大

根

　

　

　

セ
ノ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ン
ロ　
フ

　

　

を
繊

に

切

て
味

噌

を

燒

て

羮

霊

せ

し

も

の

な

り
。

故

に

繊

蕪

萄

汁

こ

い

ふ

を

誤

れ

り
。
〔鴫

呼

矣

草

三
〕

　

　

一
大

根

を

こ

ま

か
に

切

し

を

繊

蕪

萄

ε

い

ふ

事
庭

訓

に

見

へ
た

り
。

田

舍

の
俗

に

こ

れ

を

せ

ん

ろ

ぽ

S

云

又

訛

て
せ
・

　

　

ん

う

つ
ぼ

ん

S

い

ふ
。

〔績

不

問

談
〕

緯
蕃

蕪

本
扉
蓄

爨

エ
.
　

　

　

　

　

、
　

　

　

"
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線

蘿

箙

〔菱

湖

書

の

「十

二

月

三

日

御

獻

立

」帖

(記

者

所

藏

)の

大

榮

の

中

に

「線

蘿

醸

」ε

あ

り

。

蕋

し

繊

蘿

萄

の

誤

な

る

べ

し

。

　

セ

ン

ロ

ッ

ボ

ン

の

繊

蘿

蔔

よ

り

起

、
り

し

も

の

な

る

こ

ε

無

論

な

る

が

、原

音

そ

の

ま

}

の

も

の

、及

び

原

普

よ

り

少

し

づ

あ

訛

り

た

る

も

の

に

左

記

の

六

種

あ

り

ρ

■

.-
1

、
!

ー
　
　
　
　-　
の

丶

ー

丿

.

、
犠
1

1

ー

嚇

　 轍.一"　 　一
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恥

.
↓

暫

ン
ラ

フ

へ
繊

蘿

萄

生

難

蔔
〔頻
聚

名

物

考
飲
食

艶

セ

ン
ラ

フ

汁
〔橘

庵
.随

築
二
〕

〔鳴

呼

矣

草
三
〕

欺
セ
ン
;

難

零

落

讐

易
禁

盈

集
讐

　

ラ

　

脚ニ
セ

ン

ロ
ツ
ボ

ン
　

轉

訛

し

て

千

六

本
〔
一
話

一
瞽
口
八
〕

　

M

.
・四

セ

ロ

ヅ

ホ
　

繊

蘿

葡
〔橘

庵

隧

筆

二
編
〕

〔鳴

呼

矣

草

三
〕

　

M

　

五

セ

ロ

ツ
ボ

ン
　

織

蕪

蔔
庭

訓

往

來
〕

　

M

　

亠ハ
セ

ン

ロ
ボ

・

価繊
慕

薙

蟷帆
不

問

談
〕
　

　

　

　

　

　
　
、

　

(

　

次

に

セ

ン

匂
ツ
ボ

の

督

が

韓

訛

し

て

溺

様

の

形

を

ミ

り
た

る
も

の
に

左

記

の

ニ

ツ
あ

り
。

野

楽

を

繊

細

に

切

り

た

る

も

の

よ

り

轉

し
.て

肉

類

の

も

の

ε
な

り

た

る
も

の
な

れ
、曽

も
、野

菓

の

も

の

に

も

用

ふ
。

　

)七

ソ

"
ポ

∬八

ソ
ポ

ロ

(バ

イ

ロ

ン

〔鳴

呼

矣

草

三
〕

ソ

ポ

ロ

イ

モ
(芋
)、

グ

イ

コ

ン
(大

根

)ソ

ポ

ロ
、

　

八

　

ぺ

ー

ロ

ン
(バ

イ

ロ

ン
)
の

唐

音

長

崎

年

中

行

事

の

一
た

る
競

渡

艦

の
名

稱

な

り
。

其

原

名

漢

字

に

つ
き

て

は
、文

字

U
定

せ

す
。

劃

龍
、剣
龍
〔長
崎
名
勝
圏
麹

判
胞
〔長
崎
聞

見
録
〕

排

龍
〔俳
諧
歳

時
記
〕
〔大
廣

盆
博
物
零
〕

釖
壟
瓊

浦
通
〕

爬
褪
、披

龍
〔外
國
竹
枝

詞
〕

　
　
　

銘

三

卷

　
榔
川
普

十

八
考

、丶

ノ

風

-　

　

　

　
"
宀
、

丶
」ノ

九

叫

・ム'魂

闇

無
.

畔

レ

.脚

輔d険」隔冒?噛 」唱ρ
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丶

ノ

,

醐

い

う　

ψ
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T
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一
〇

　

　

　

　

　

第

三
卷
　
　唐

曾

十

八

考

　

　

　

　

●

　

　

杁

龍
9
図●
映

9
7
"
㍗

Q
鬆
鴇
『曳
o
、
菊
焦
03
冨
8
・〕

の
谷

礎
伯
韆

肥
剣
甅
別
謄
な

募

り
・

冊
し
て
長
崎
名
勝
圖
馨

三
上
の
「市
中
之
部
よ

の
設
明
に
よ
れ
ば

　

　

鉱

腮

は
鉱

肥
艀

、な

り
・

蝋

或

は
蕪

に
作

る
。

亦

通
・

剣

は
権

に

て

掻

く

事

な

り
。

劃

唐

普

ワ

ア
、龍

は

.

ン
、船

は

ジ

エ

　

　

ン
な

り
・

礫

ワ

言

ン
或

ば

ワ

ァ

。

ン
ジ

エ

ζ

・
い

ふ

べ
き

を
、崎

俗

豊

・
を

誤

り

て
、昔

よ

り

バ

イ

ロ

ζ

、
云

ひ

習

は

.

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

99

　

　

せ

リ

ミ

そ

ぐ函

り
・

郊

の

字

の
昔

は

華

に

し

て
、

案

韻
〕舟

進
竿

謂

之

鍋
。

〔正

字

蓮

方

曾
。

讚

爲

話
。

俗
呼

小

船

爲

刻

子
。

S

あ

り
。

又
〔驟

轟

讐

鐘

舟

謂
螽

。

俗

瑕

馨

蠶

。

呼
小

餐

犁

。

く、
あ
り
。

隻

。
昌。
・"
P
豢

.霧
9
国
口瞬
一『
一.
u
凶守
.

二
〇瓢
簿
受

に

は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

..　
　
　
　
　
　
　
　

・

　

　

知

国
多
●
O
●
彡
ギ

団
乙
暑
9
・　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

一

　

　

期

艇

鬘
更
Ψ
o
h
験
ぎ
9
=
零
島
9

賓
き
き
・

　

　

郊

子

P

勢
§
》
曽
⇒
●
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　

、　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　

.　
　
　
　

　
　
　
　
・

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

母・あ
り
。
更
に
叉
和
漢
三
才
響

叢

三
船
蠶

に
庵
、
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

㎜

　
　

鮴
艨

三
才

圖
會

云
・

剣
撥

進
也
。

其

船
制
短
小
。

梶
便
。

易

於
撥
進
。

故
名
之
。

募

鰐
.鶏

雙

は
劃
饕

に
い

へ
ば
罷

駐

語

が

バ
イ

。
ン
の
原
語
た
る
が
如
し
・

さ
れ
ば
倭
訓
蠡

粡
+
五
匹

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

矧

に

い
う
ん
劃

謦

か
け

の
・

応
晋
也

辱S
あ

る
は
、
首

肯
す

ぺ
き
も

の
な
り
。
'

-
叟

蠶

の
人
に
聞

く
所
に
よ

れ
鴇

驤

.ε
い

ふ
纏

飜
.廣
束
に
あ

り
ε

い

へ
沓

募

バ
」

ロ

ン
の
原
語
た

る
が

如

く

に

心

思

は

る

.
な

り
。

　

次

に
、長

崎

聞

見

録

巻

一
に

●

、
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も

,

,
ー

彦

㌔

ぎ

晃
　

、.
・鷺
ダ
こ
　

　

・薯

己
マ

.

い

,
乙
、
『　

孟
5

--
　
　
◆
斗

ガ

、

P

繭 鯔 麟細 幽 幽 踊 鰄 幽 躑 悩繕 蝋 晒紺 舗 贓 畿 綿 緲雄魯飆 軸 臨 、、蜘F>麟 睇 岫 、儲 憮 、.、婚 瀚 飽畷 勉・・磁 蹴 贓 舳 勧鰤 繊 鎚 細

げ

し

魯

も

.　

㌧
'

　

　

崎

陽

の

風

俗
、五

月

五

日
六

日

船

を

競

は
す
。

名

て

ば

い
う

ん

ご

云
。

ば

い
ゐ

ん

は

俗

語

な

り
。

龍

は
龍

瑞

ミ

て

龍

の

　
　

頭

の
如

く
作
り
た

る
船
を
云
な
,り
9

荊

は
鎌

の
肝
に

て
鎌

を
以
て
草
な
ん

重

ぜ
か
る
如

く
鹿

を

も

つ
て
水
を

か
-
を

　

　

云

な

り
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ほ
い
う
ん

S

い

ふ
論

明

は
、聊

か

不

明

瞭

に

し

て
、

「勃

龍
」の
刺

の
字

は

康

熙

字

典

に

も

な

し
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
'

.
　

之

を

要

す

る
に
、バ

イ

ロ

ン
の

語

源

に

つ

き

て

は
、確

定

の

説

を

得

難

し
。

知

龍
、白

龍

の

二
語

は
、上

記

諸

語

0

中

に

あ

り

て

　

は
、尤

も

バ
イ

ロ

ン

の

認
源

亡

な

す

に

遖

常

な

る

も

の

な

る

べ

し
。
　

　

　

　

、

　

次

に
披

龍

S

爬

龍

S

の

二

語

は
、從

來

の

バ

イ

ロ

ン
語

源

論

渚

の

言

及

せ

ざ

り

し

も

の

、
如

し
。　
此

二
語

は
、清

の
尤

桐

の

外

國

竹

枝

詞

附

臼
木

雜

詠
(八
閊
、沙

起

雲
)

〔天

明

五

年

刊
〕に
見

ゆ

る
も

の

に

し

て
、其

詩

は
左

の

如

し
。

　
　

常
日
誰
開
饕

風
。

相
縁
亦
學
喚
披
龍
。

励
篠

聴

雙
槌
撃
鼓
撃

雫

。

臨

江
干
驟
遠
盛
。

　

之

に

よ

れ

ば

・も

ε

斟

腱

S

い

ひ

し

を

長

崎

の

方

言

に

て

槲
…
謄

ε

い

ひ

し

も

の

」
如

し
。

蓋

し

長

崎

に

て

バ

ー

ロ

ン

を

訛

、

り

て

ペ

イ

ロ

ン

ε

い

ひ

し

こ

ε

を

さ

す

も

の

か
。

兎

に

角
、
バ

ー

ロ

ン

の

晋

が

や

・

轉

訛

し

て

バ

イ

ロ

ン
、
ペ

イ

ロ

ン
2

イ

ロ

ン
、
フ

.ア

ロ

況

ピ

な

り
、長

崎

.の

市

外

郡

部

地

方

に

て

豚
、ビ

ヤ

ァ

ロ

ン

母
し
訛

稱

す

る

も

の

あ

り

ε

い

ふ
。

皿

つ

又

長

崎

に

て

は

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

オ
カ

海

に

於

け

る

ペ

ー

ロ

ン
競

滴

を

陸

上

に

う

つ

し

行

ふ

が

如

き

陸

ベ

イ

ロ

ン
(今

流

行

の

"、

ラ

ソ

ン

競

走
.
リ

レ

ー

レ

」

ス

な

.ご

に

類

す

る

も

の
)
ε

い

ふ

も

の

あ

り
。

既

に

幗
百

餘

年

以

前

よ

り

行

は

る

S

い

ふ
。
　

.

　

陸

バ

イ

ロ

ン

の

名

構

に

つ

い

て

も
、
パ

イ

ロ

乞

に

剣

龍

の

二

・字

を

あ

て

た

る

長

崎

名

勝

岡

給

卷

之

五

上

の

市

串

之

部

上

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
お　
ノ

　

　

　

　

お
か
り
や
う
せ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

記

事

に

は

陸

龍

船

ε

か

き

、叉

競

渡

船

の

三

字

に

も

'
バ

イ

ロ

ン

S

振

假

名

を

つ

け

て

刻

龍

の

字

に

頓

若

せ

ざ

る

な

り
。

龍

の

　

　

　

　

の
カ
の
イ
ロ
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

字

の

ロ

ン

の

唐

晋

は
、龍

動

(
ロ

ン

ド

ン
)
の

例

に

よ

つ

て

も

之

を

知

る

こ

、ε

を

得

べ

し
。

第

三

巻

　
　唐

曾

十

八
考

、、

ノ

¢
嘔
,

い

、

.

!

:

「

「

,一

hヘ
ノ

=

覧

16
ー
、

トψ

、

岬

.監綜

漕
〒

.

4

∴
ノ

魎
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第

三

卷
.
　
唐

曾

十

八

考

九

ミ

イ

ラ

と

メ

リ

ン

ス

の

唐

普

一
二

　

ミ
イ

ラ
　

此

語

に

對

比

該

當

す

べ

き

原

名
漢

諮

に

つ
嚢

て

に
從

來

木

乃

伊

バ自
。
】・
鬘
彰
彭
δ
…
ピ
。
　き
皀
3

禦
屯
・
詈
=
一　凵;
堵)

の
昔

の
轉

訛

せ

る
も

の
な

る
べ

し

S

の
説

を

以

て
満

足

せ

し

が

如

し
。

さ

れ

曹

も

木

乃

伊

の
支

那

蕾

ぐし
ミ
イ

ラ

く」
の

對

比

は

い

さ

・
か
穩

當

な

ら

ざ

る
が

如

し
。

而

し

て
こ

》
に

　
　
・
簑

窯

蔚
ノ
.
ト
ナ
リ
〔藷

便
蠱

韃

轟

刊
〕
　

　

　

　

　

　

　

,

　
　
○
秀

伊
　

蜜
人

〔和
漢
合
羮

節
川
集
籔

門
〕

　

　

　

ム
い
ら

　

　

0
密

人

流

行

の

事

　
〔八

十
翁

物

籍

箭

編

下
〕
　

　

　

　

　

　

・　

　

.

　

　

○

み

い
ら

蜜

人

　
〔假

名

期

例
〕

　

　

O

ポ

〃

伊

蜜
人
　

宀俳

字

節

用

集

下
〕

S
あ

り
・ま

た

榮

覽

異

言

卷

三
櫻

陰

腐

談

饗

二
及
び

俚

諺

集

覺

の

三
書

ミ

も

に
、朋

の

陶

宗

儀

の
輟

耕

録

を

31

き

て
、蜜

人

功

寧

を

以

て

ミ

イ

ラ

に

あ

て
た

る

に

よ

り

て
考

ふ

れ

ば
、蜜

人

(=ラ
冒

・)
の
支

那

音
が

ミ

ー

リ

エ

ン
.、u
な

り
、夏

に

韓

訛

し

て

、、、
4

ラ

S
な

り

し

者

ε
す

べ
レ
・

な

ほ

又

閑

窓

瑣

談
(教

訓

亭

貞

高

薯

天

保

辛

丑

年
(+
二
年
詩

郡

櫟

齋

喜

任

序
、天
保

+

二
年

刊
)の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ム
つ
ヒ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

第

五
「俚

俗

の

異

論

」の

中

に

も
、輟

耕

蠍

を

引

き

て
、

「亦

一
名

雀

人

ε

い

ふ

ε

ぞ
」
.、」
あ

り
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

竜
イ
　ラ

　

因

み

に

記

す

。
　

輟

耕

録

の

記

亭

は
、そ

の

卷

三

の

木

乃

伊

の

條

に

あ

り

て
、左

記

の

如

し
。

　

　

國

人

瞼

以

石

棺

。

仍

満

川

蜜

浸

。

鐫

志

歳

凡

于

棺

蓋

。

痙

之
。

俟

百

年

後

。

啓

封

。

則

俗

日

蜜

人
。

番

言

木

乃

伊
。

　

　

蜜

劑

也

。

II-

I
　　I
ー

ー

　曦

ぺ

匚

宦
巳
■
■
「
毆
■
■
謄
齠
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童

1

亨
-
ー

1

魯
璽
1
8
ヨ

置
爼
聟
蠱
ー
翼
量
1
1
畏
奮
腫
■
■
3

鯛

蹟
　

劉

.

ー

轡 騨 ∵蠏轡 　 騨 　榔 繖∵岬 轡

郵

.

　

、ノ

リ

ン

ス
　

此
語

は

西

班

牙

謂

の

彭
。昏
5
。・
,よ

O

起

り

た

る
織

物

の

名

稱
、な

る

こ

ご

定

譲

な

る

べ

し
。
　
而

し

τ

初

め

は

ノ

ゾ
ニ

詳

ひ
し
髦

ひ
に
ノ
リ
ン
釜

象

に
至
り
」
畿

は
鑿

り

三

ま
た
は
綸
子
ハリ
ン
忌

い
ふ
雰

の
織
物

　
の

構

呼

が

メ

リ

ノ

ス
ミ
混

合

し

て
、メ

リ

ン
ス

ε

い

ふ

や

う

に

な

り

し

に

は

あ
ら

ざ

る
か
。

兩

澣

虚
も

に
織

物

に

し

て

リ

ン

論

子
ま
た
は
鞍
子
)Φ
韲

・
既
章

舂

嗹

詮

よ
り
薐

に
來
れ
る
西
洋
霧

の
メ
ー
・
ス
を
も
リ

ン
ス
の
鷲

引

　
き

つ

け

て

メ

リ

ン

ス
ぐ
㌧
よ

ぷ

こ

ε

・
な

の

し

も

の

な

る

べ

し
、
,
此

訛

は
未

確

定

の

心

の

な

朮

麕こ
も

一
假

定

訛

こ

し

て

附

記

す

る

も

の

な

り
。

　
　
　
　
　
　

十

　

近

松

門

左

衞

門

と

唐

晋

、

岡

島

冠

出
、雨

森

芳

洲
「及

び

物

徂

徠

等

の
唐

替

家

の

相

つ

い

で
出

で

た

る
寅

永
・正
徳

年
代

に

は
、諸

方

面

に

唐

曽

逋
、夊

は

唐

昔

を

利

用

或

は
濫

用

す

る

者

飛

幽

せ

り
。

近

松

門

左

衛

門

も
其

一
人

に

し

て
ぞ

の
作

中

に

は

唐

賛

語

を

川

ひ

し

こ

ε
少

か

」
ら

ざ

る
な

り
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
●

　

近

松

子

の

大

職

冠

は
、正

徳

三

年

の

作

な

る

が
、其

や

に

は
、

　

　

上

官

中

官
、下
塘

人

ち

ん

ぷ

ん

か
ん

す

る
ち

ん

た

の
澗

盛

〔大
職

冠
鑛

こ

　

　

編

笠

傾

け

聲
張

紅

上

げ
、応

人

の

行
列
、唐

人

の

行

列
、遞

辭

詞

の

次

第
。
、〔
同
第

二
〕
　

　
.　

　

　

　
　

　

　

　

　

声.

な

さ

籌
當

時

珍
奇

の

唐

蘭

の

氣

分

を

加

味

し

た

る

文
伺

少

か
ら

ざ

る
が
、

　

　

其

比
㌔日
本

の

學

者
、高

向

の
立

理

を

挨

拶

に

て
、御

口

上
承
・ら

ん

ε

い

ひ

け

れ
ば
.は

な

計

け

ん

く

る
け

ん
、く

■る
め

あ

め

い

　

　

た

か

り

ん

か

ん

き
.う
、さ

い

も

.∂
す

が

す

ん

へ
い

す

る
た

ら
、こ

ん

た

か

り

ん

ぐ」
協

な
、あ

り

し

て

け

ん

さ

ん

は

炉

ろ
、き

ん

　

　

に

や

う

に

や

ん

S
ぞ

巾

し

け

る
。

さ

す
が

の
玄

理

一
向

合

せ

か

ね

曹

も

…
…

猜

使

は
ん

ぐ
ヤ
團

扇

を

灘

て

玄

理

を

招
壷
、

　

　

　

　

　

　

第

三

卷
　
　
膚

瞽
闇十

八

考
　
　

　
　
　
　

　
.　

開　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

コ
∴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ノ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
つ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

又
、

,　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

呪
　
　
　
　
顧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

等

評
、
　

　

　
　
-;

憂

い
や
し

昂
夙
卜

宀 一}
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●

、

丶

.ノ

.訊

■

の

遭

　

　

　

　

　
・

第

三

巻

、
唐

督

十

八

考

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
層
　

　

　

　

　

　

　

一
四

　

　

て

れ

め

ん

て

い

な

ば

じ

り

こ

ん
、さ

ん

ご
ら

に

い
よ

う
、筏
能

商

ε
灣

藥

の
名

を

い

へ
ば
、
・…
・.
兩
人

重

ね

て
、不

離

の

我
力
、

　

　

唐

晋

逋

じ

難

く
、日

本

詞

御

存

じ

な

ら
ば
、和

語

の

御

ロ

上
承

ら

ん

マb
豊

み

け

れ

ば

ヲ

、
尤

々
、
…
・:
こ

ん

へ
い

あ

る

へ
い

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

い

　

　

花

ほ

う

る
が

す

て

ら

か

る
め

ら

や

う

か

ん

か

ん

ミ

い
ひ

け

れ

ば
、㌦…
・.
〔同
第

二
〕

'蕊

へ
三

段

の
如
き

は
・穗
積
以
貫

の
難

波

護

(
宏

鱗

齲
丈
な
に

は
み

や
け
、螽

に
淨

瑠
諱

讐

も
名

く
)
の
國
姓

爺

合

戰

評

註

の
中

に

　

.

叉

大

職

官

の

唐

普

は
、膚

菓

子

や
商

藥

の

名

に

て

ま

ぎ

ら

せ

O
。

ご

評

せ

し
が

如

く
、只

一
種

の

戯

巧

を

弄

し

た

る
あ

の
,に

し

て
、右

の

淨

瑠

璃

文

句

中

の
高

同

玄

理

に

あ

ら

す

く㌧
も
、迺

じ

難

き

、
奇

妙

の

唐

昔

ま

が

ひ

の

も

の

な

る
が
、其

中

册

に
▼舶

來

の

薗

唐

藥

子

の

名

た

る
も

の

は
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

娼

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

㍉

に

し

て
、藥

の
名

ε

し

て

明

な

る

は
、

「禹

能

膏
」及

び

　

　

　」　

　

　

　

陌

　

　

ば

し

り

こ

ん

　
ば

じ

り

　

　

　

　

　

　

冒
算

冨
9
邑
ζ
罍
一・

.な

り
・

又

ホ

の

文
句

中

の
秀

け

ん

く

る
嫉

ん

く

る
め

い

た
」の
蔚

け

ん

く

胤
け

ん
」は
、久

留

米
、編

岡

地

方

の
乘

る
け

ん
」.こ
い

ふ

方

言

を

用

ひ
、

「く

る
め

い

た
」は
、即

ち
久

留

米

飴

の
義

な

り
。

こ

ん

へ
い

あ

る

へ
い

戸
花

ほ

う

る

か

す

て

ら

か

る
め

ら

や

う

か

ん

(金

米

糖
)

(右

夲
、有

夲

糖
)

.
ほ

う

ろ

か

す

て

い
ら

か

る

め

い
ら
へ泡

糖
)

(羊

肝
、羊

蓉

弓
C
門
f

O
O
ζ
}津
匿
C
⑦

ヤ
　

と

髭

犇

　

鱒

触

L

Wc
ご

ヤ

螂
O
顕
凱
ε
=
錚

塾

り

O
㌻
諺
=
ζ
O
一
¢

羞

靨

磯

は

,

、

』
rtV一り

る
.醜陶
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芒

伽

は
大

正
七
年

八
"

の
長
幣
新

聞
竭

載

の
長
.晦
市

の
古

蛮

+
二
離

磐

の
國
姓

爺

研
究

の
設
を
參

考

し
た

り
。

　
　
　
　

次
に
近
松
子
の
正
徳
葦

の
傑
隻

氤

姓
爺
合
駐

唐
首

つ
き
τ
の
べ
ん
・

ロ　
　

ロ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

カ
ケ

　

　

　

　

第

二
「は

ま
つ

た

ひ
」ω
「も

ろ

こ

し

ぶ

ね
」の
段

に
、唐

の

上

繭

即

ち
大

明

皇

帝

の

御

妹

栴

檀

皇

女

が

濱

邊

に
,お

り

日
木

人

を

ま

　

　

　

ね
き

て
、
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

.
・

　

　

　

　

日
本

人

く

、
な
む

か

ら

ち

よ

ん

の

ふ

ε

ら

や
あ

く

。
…
…

ε

い

へ
る

所

謂

唐

菅

を

解

せ

ざ

る
小

む

つ
は
、腹

を

か

・
へ
て

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

サ　
　
　
　
た
う
ゐ
ん

　

　

　

お

か

し

が

る

や
、劇

の

主

人

公

和

藤

内

は
、

「つ
ね

く

父
が

詞

の

唐

韻
」を

知

り

て
、之

に

應

答

せ

り

ε

あ

り
。

双
「千

里
が

竹
」の

　

　

　

段

の

末

に
、和

藤

内

の

新

附

の

部

下

の

名

を

列

擧

し

て
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か
　
ぼ

ち
や
　
　
　
　

る

↑
ん
　

　
　
　

ピ
ん
え

　
　
　
　
　
　
(莫

臥

兜
V
　
　

'
　
　
距
蚤
き
.蓼
　
　
　
　

　
　

贊
艶
げ
哮
ぐ
一:
α

　

　

　

　

　

　

(潭

州
)

　

　

　

　

　

ち

や

ぐ

ち

う

左

衛

門

、來

蒲

塞

右

術

門
、呂

宋

藤

兵

術
、東

京

兵

術

、
…

...
も

う

る

左

術

門
、じ

や

が

太

郎

兵

衛

、さ

ん

ご

励

八
郎

、

　

　

　

　

　

90●O●●

、

　

　

・
ざ

い
ひ
、爾

又

第

三

の
「獅

子
、が

城
」の
段

に
、守

城

の

唐

人
等

が
、

　

　

　

　

い

や

く

思

ひ

よ
ち

ぬ
㌧、】
ミ

な

ら

ぬ
く

、
き

こ

ら

い

く

、
び

ん

く

は
ん

た

さ

つ
、ぷ

お

ん
、

　

　

　
ε

い
ひ

し

S

あ

る
が

如

き
、い
つ

れ

も

皆

欝

時

世

人
が

漸

く

唐

醜月
の

事

を

知

り

て

之

を

問

題

言

せ

る

に

ょ

り

て
、唐

説日
養

ひ

の

　

　

寄

語

珍
名

を

弄

し

て
以

て

世

人

の

喝

架

を

博

し

舞

甕

の

科

血

に

一
新

趣

向

を

添

加

せ

ん

ε
b

た

る
近

松

子

の

川

意

苦

心

も

　

　

亦

感

す

べ
き

こ

ε

に

し

て
、亦

正

徳

時

代

の

唐

書

流

行

の

吋
例

證

ミ

な

す

べ
き

な

り
。　
な

ほ
、此

の
國

姓

爺

劇

の

唐

既54
に

つ

き

.

　

　

て

は
、上

記

の

穗

積

以

貫

の

難

波

土

産

の

詐

注

の

詮

願

る

謬

考

す

べ

き

も

の
な

れ

噸こ
も
、今

は
之

を

劣

略

し

て
載

録

せ

す
。　
同

　

　

害

に

つ
き

て

一
讃

せ

ら

れ

ん

こ

ご

を

希

整

す
◎

　

　

　

次

に
國

姓

爺

後

日

合

戰

は
享

保

二

年

の

作

な

る
が
、典

第

三
に

大

冤

即

ち

巌

灣

の
事

を

記

せ

る

一
條

の

中

に
、

　

　

　

　

日
本

ε

て

も
、奥

山

家

邊

土

は
、詞

み

だ

る
、}
に
、都

を

知

ら

ぬ

島

爽
、何

か
泣

や
ら

ロ

説

や
ら
、夥

長

く

財

附

ア

・
,こ
う

よ

　

　

　

　

　

　

　

　

第

三

巻
　

　唐

瞽

十

八

考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
'

,　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

冖　
　
　
　
一
五

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

)

　
　
　

'　

・　
　
　
　

　
　

,　
　
　
　

　
　
　
　

丶
ノ

争
　

　

宀

.
　

　

　

　

　

　

引
　

　

.己

　

　

　

　

　

　

　

　

气
　

　

『
　

　

　

　

　
.

〆冖い
.
　

　

　

　

　

　

　

　

宛
　

　

咤

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
■

ぐ
、
イ

"

プ
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丶

馬

丶
ノ

噂

、♪
9

'

.

【

,

　

　

　

　

・・
第

三

卷

　

唐

督

+

八
考

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
b
　

　

　

　

.
　

　

輔
六

　

　

く

な

こ

ん

は

ん

に

や
、う

ん

す

ん

す

ん

S

準

臥

て
、弊

も

借

ま
す

泣

居

た

り
o

ε

あ

り

て
、

「夥

長
」に

は
、
ホ

ィ

テ
ゥ

S
、

「財

附
」に

は

ッ

ア
イ

ホ

ゥ

ご

振

假
名

を

つ
け

た

り
。

或

は

翠

に

假

名

の
み

に

て
「ほ

い

て

う

く

,
つ
は

い

ほ

う
」
ご

記
.し

て
、漢

字

を

記

さ

讐

る
も

の
あ

り
。

い
つ

れ

に

も

せ

よ
、夥

長
、琳

附

の

二

語

は
西

川

如

見

の

華

爽

迺

商

考

卷

二

の
末

に
、
　

　

　

　

　

　

.　

h　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

噸

　

　

　

　

膺

船

役

者

　

沸

州

ノ
詞

ヲ
記

ス

、

　

　

ぶ
イ
テウ

　

　

夥

長

、
海

上

ノ
乘

方

ラ
主

ド

ル
也
。

云

・〃
。
　

　

　

　

.
　

　

　

　

　

,
　

　

　

　

　

　

　

　

　

・

　

　

ツ
アィ
フウ

　

　

財

附

　
荷

物

商

費

諸

事

ノ
日

記
算

…川

ラ
主

ド
輪ル
役

ナ

リ

ε

あ

る
も

の

に
、し

て
、近

松

子

作

中

の
「ほ

い

て

う
」

「つ
あ

い

ほ

う
」の

二

語
、・こ
も

に
純

然

た

る

唐

菅

の

語

な

り
。

侮
「ほ

い

て

う
」

に

つ

き

て

は
、

'　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
,
　

　

　

　

　

t

　

　

O
夥

長

欝

髴

考
天
文
地

理
役
也
(蓊
薗
遺
蟹
冩
本

役
者
潭
州

ノ
訶
)繍

)

　

　

○
夥

長

ホ

イ

チ

ヤ

ン
　
〔象

胥

録
〕

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(寫
本
)

　

　

○
夥

長

ホ

ラ

チ

ヤ

ン

〔磯

野

文
齋
(信

琳
)者

長

崎

土

産

な

,こ
の

諸

霽

亦

參

考

に

供

す

べ

き

な

り
。

　

又

右

の

近

松

子

作

中

の
「こ

ん

は

ん
や

は
、無

論

阿
蘭

陀

の

束

印

度

會

杜

の

こ

・こ
に

し

て
、葡

萄

牙

語

の
O
。
彭
勹
誓
帰夛

支

那

人

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ゆ

所

謂

公

班

衙

ま

た

は

公

班

牙

に

對

比

す

べ

き

も

の

に

し

て
、込

松

子

は
唐

書

諮

ざ

・
も

に
、酉

洋

語

を

憾

利

川

し

た

る
も

の
な

り
。

但

し

そ

ω
西

洋

語

も
、公

班

衙

ま

た

は

公

班

牙

・こ

い

ふ
漢

宀r
替

譯
(即

ち

唐

苦

譯

語
)に

よ
り

て

邦

人

に
知

ら

れ

た

る

こ

ご

、

を

思

へ
ば
、こ

れ

亦

唐

醜日
關

係

の
も

の

S

考

へ
ら

れ

ざ

る
に

も

あ

ら

ざ

る
な

り
。

　

次

に

最
初

の
國

姓

爺

合

戰

よ

り

七

年

後

の
享

保

七

年

作

の

唐

船

噺

今

國

姓

爺

に

も
、近

松

子

は

唐

普

語

を

利

川

し

た

り
。

.

广

、

　
報

'

轟

、
㌦

轟

・.

}鈍

be■も
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1」h

即

ち
最
初

の
起
笨
よ
り

記
し

て
曰
く

　
　
蝕

讐

.覊
ざ

;

つ
ゑ
う
り
や
う

へ
ん
献

押
鬱

す
{ゑ
ん
の
氤
献

譁

て
ほ
う
な
ん
す
い
・黙

.の
て
い
嗽
.覈

ち
や

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ケ
ら
　
　
ニ
　
う
た

　

　

う

の

ふ

う

け

ん

の

す

へ

ん

、唐

の

小

哥

の

國

づ

く

し

、
:

・…

〔
上

卷
〕

S
。
　

是

れ

即

ち

唐

督

和

解

(正

徳

六

年

序

湘寛

延

三

年

刊

)に

も

記

載

さ

る

》
所

の

明

清

樂

笛

譜

の

一
に

よ

り

た

る

も

の

ら

し

き

こ

ε

は
、唐

曾

和

解

よ

り

鈔

録

す

る

所

の

左

記

の

も

の

を

見

て

之

を

知

る

こ

ε

を

得

べ

し

。

　

　

　

　

も
　
　ルワン
ス
エ
を

　

　

　

　

十

鱒ニ
ル
腐
六

節
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
.　
　
　
　
　
　
　
　
.

,
σ
爨

ノ
オ
驫

豊

'
オ
オ
餐

ム
ム
難

蔦

警

ム
ム
δ

肇

ヅ

;

譁

・隗

ノ
ウ
酊
イ
ペ

イ
イ
爨

膨

湖

ワ
プ

ア
鶴

ラ

イ
ヨ
オ
オ
黌

ノ
ウ
オ
オ
蠏
。
鰍
.断

イ
イ
イ
ィ
イ
篝

鏖

　

　

　

　
〔附

言
〕

「幅

縣
」の

縣

の

字

は

建

の

誤

記

な

る

べ

し
。
.

　

　

　

　

　

　

　

か
ら
　
　
ニ
う
な

　

近

松

子

0

所

謂
「唐

の
小

哥
」の
文

句

中
、漢

字

に

唐

晋

的

の

振

假

名

を

施

し

た

る
も

の

は
・今

こ

》
に
之

を

設

明

す

る

ひ

ε
を

要

せ

す
。

李

假

名

に

で

書

き

た

る

も

の

に
漢

字

を

充

當

對

比

す

れ

ば

左

の

如

し
。

　
　

○
ヨ

つ
ゑ

う
り

や
う
,刀

.

、　

、
　
靹

洵

η
澗

　

　

　

　

　

　

　

す
い

　

、
O

す

ゑ

ん

の

西

　

　

　

　

　

　

　

　

　

踟
,西

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　　　　　　　タゴ

　
　
o
山
束
路
周
働

覯

剖

灘

岨

　

山
東
路
瑚

涌
醫

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

-

　
　
○
關
西
行
封

う
の
罰

け
ん
の
す

く
、ん
銀

雑

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

・
關

西
行
朝

祕
廻
創

　
.又

唐
船
噺
今
國

姓
鑢

の
上
卷
の
冲

に
は
庸
人

の
ボ

漑
嘘

さ
い

ふ
も

の
を
記
し

て
、三
百
七

十
字
許

の
唐

瞽
ま
が

ひ
の
夲

假

　　 名

　　 文

　　章
　　 あ

　　 り
　 　 　 o

繁　　即

馨 ち

唐

曾

+

八

考

.
へ
9

」

.(

、

顧

れ

O

一
七

ヒt

,
　
晒

"
卩
弩

・
バ
飾

、

,雛
、
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極

う

.

つ

　

　

　

　

　

　
第

三

卷
　
　
唐

普

十
、八

考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八

　

　

け

}
ら

ほ
げ

}
ら

ぽ

に

ほ

う
、り

す

ノ
丶

り

す

く

ひ

な

ん

ひ

つ

ε
せ

い
・け

・
ら

ほ

う

く

、
・…
:

け

}
ら

ほ

に

ノ
丶

ぐ

ぐ、
い

ふ
樣

の

も

の

に

し

て
、典

諮

の

大

牛

は

不

朋

な

り
。

典

中

封

照

比

定

す

べ

き
漢

字

の

叨

に

鑾

・
々

以

て
解

読

し

得

べ

き

も
の
は
左
記
の
如
し
。　
　

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、・

　
　

0
り
や
ん
こ
　

　
兩
個
　
　

　
○
ち
や
う
こ
　
　
遘
箇

　

　

・

べ

く

　

、

琵

牛

(
華

夷

通

商

考

巻

三

に

邏

羅

物

産

と

し

て

記

さ

れ

た

る

琵

牛
(
ペ

グ

ウ
)漆

の

本

楊

に

し

て

或

は
「
可

う

る

し
」
と

稱

せ

ら

る

」

も

の

の
「
べ

く
しな

り

)

　

ま

た

葡
、蘭
、唐

三
國

昔

語

を

混

川

し
、或

は
純

粹

に

西

洋

語

的

な
ゐ

も

の
、竝

に
南

」洋

諸

島

の
地

名

Σ
盃

做

す

べ

き

も

の

に

は

左
記

の
如

き

も

の

あ

り
。
　

　

　

　

　

　
、
　

　

　

　

　

　

　

.　

　

　

　

　

　

　

、

　

　

0

こ

ん

は

ん

や

　

　

　
公

班

衙
、公

班
牙
(傷

O
Gξ
零
島

ε

　

　

0

ち

よ

う

ノ
丶

ち

よ

ろ

け

ん

　

著

羅

絹
(印
笈

Ω
鬢
ε

　

　

O

さ

る
ぜ

　
ハ蘭
…
o陰
鎚
己
岱)

　

　

○

じ

や

か

ら

く

　
(魯
露
P昼
")

　

　

○

す

も

ろ

ミ

　

　

　
(oα
畧
ヨ
篝
影

ご

　

　

　

　

.
　

　

　

^

　

爾

こ

の

所

謂

唐

入

の

木

遣

り

の

文

句

に

つ
、
き

て

は
、穂

積

以

貧

の

難

波

土

産

に

】
説

あ

り

。

唐

曽

起

源

の

解

説

に

は

あ

ら

ざ

れ

囎こ

も
、唐

菁

ま

ガ

ひ

O

文

句

の

解

設

な

れ

ば

、
こ

、

に

併

せ

記

す

こ

亀こ

左

の

如

し

o

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

咼

　

　

ヌ

蓬

詮

隷

な

し

へ
・
こ

.丶
七

、
ム

、㌃

∵

π

二
、唐

へい
夫

や

、い
右

.、

　

　

そ

の

文

句

に
、

　
　
　
考

が
喜

ぞ

ほ
に
や
ふ
な

に
や
三

ん
も
つ
え

ε
　

　

　

　

　

　

　

　

＼

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

「.}

　

　

S

い

ふ

事

あ

り

。

是

は

む

か

し

の

束

國

歌

に
、

生
　 甲司尋」ご
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'

　

　

　

　

　

　

ぎ
の
ほ
ん
　
　
　
　
　
　ピう
み

　

　

　

う

ら

が

齋

坊

に

や

豆

腐

こ

ん

に

や

く

き

ん

も

つ

だ

　
　

S
い
亀

か
な
を
上
下
琶

か
へ
て
毅

を

也
。
ガ
顰

て
埓
も
套

蓼

知
る
べ
し
・
嚢

土
騰
竪

馨

戰

　
　

の
文
句
鮃

注

の
中
、嚢

こ
ら

い

く

び

ん

く
は
ん
た

さ

つ
ぶ

お
ん

く

の
條
〕

　

近

松
子
が
屡

唐
昔

2

暴

を
用
ひ

し
こ

ピ
、上
記
の
如

く
に
し

て
、眞

の
唐
音

語
も
あ
わ
、叉
似

是
而
非

な

る
唐
昔

ま
が
ひ

の

・語

も

あ

る

の
み

な

ら

す
、上

記

の

如

く

西
洋

語

竝

に
佛

語

等

を

も
、自

由

自

在

に

利

川

し

た

る

は

流

石

に
近

松

の
才

築

ε

稱

す

.ぺ

し
。

簟

に
「埓

も

な

き

事
」ε
貶

樗

し

去

る

は
、い
さ

}
か
酪

評

ε

い

ふ

べ

き

か
。

　

次

に
■叉

近

松

子

の

作

た

る

本

朝

三
國

志

の

中

之

卷

大

王

迸
、行

の
段

に

も
、膚

曾

ま

が

ひ

の
文

句

を

川

ひ

た

り
。

例

へ
ば

左

の

如

し
。
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

ノ
藩
《
峻
わ
燦

　

　

.…

・
野
飼

の

牛

・を
引

き

つ
れ

て
、樵

歌

牧

笛

か
す

か

な

る
、杖

つ

く

み
丶

ε

聲

き

け
ば
、

　

　

　

　

蹴
防
.照
献
.隙
霾

..

謝

轍

僻

鴈

聽

袷

戯
纉

府

隙

源
轗

.勲
潮
.渥

　

此

文

句

の

振

假

名

を

見

れ
ば
、眞

の

店

昔

語

ら

し

き

も

の

も

あ

り
。

叉

朝
鮮

晋

に

擬

し
た

る
訟51
ら

し

き

も

の
も

あ

り

て
、共

發

曾

不

…精

確

の
點

な

き

に

非

す

ε
雖

ε

も
、大

體

厩

曾

ま

が

ひ

の
頓

作

S

宥

倣

す

べ

き

も

の

な

り
勺

穂

積

以
貫

の
如

く
」

概

に
「皆

や

く

た

い

も

な

き
事

な

り

ε

し

る

べ
し
」く}
い

ふ
は
、叉

い

さ

・
か
貶

刺

の
評

ε

い

ふ
べ

し
。

　

享

保

時

代

の

戯

曲

演

劇

の

女

句

に

唐

晋

語

を

用

ふ

る
は
、近

松

子

の

み

な
ら

す
叺

竹

田

幽

掌
、江

島

其

碩

の

二

子

も
、亦

唐
昔

語

を

用

ひ

た
り
。

圏
國

姓

爺

明

朝

汰

夲

記

越
、江

島

其

碩

の

享

保

二

年

の
作

な

り
。　

そ

の
第

一
、族

人

の

仕

合

吹

杜

た
浦

の

唐

船

の
段

に

い
は
く
、

　

」
旃

椀

畠

女

…
…

風

次

第

に
、大

日
本

肥

前

の
國

松

浦

郡

夲

戸

ε

い

ふ
浦

に

吹

き

つ
け

ら

れ

さ

せ

給

ひ
、
・…
・
爰

は

さ

て

何

　

　

ぐ}
い

ふ
所

ぞ

ε
御

蕁

あ

り

け

れ

共
、肝

晋

に

し

て

日

本

人

に
言

語

通

ぜ

ざ

れ

は
、
…
…

い

た

は

し

や
旃

椀

皇

女

御

洞

な
が

　

　

　

　

　

第

三

巻

　
　唐

督

十

八

考

　
・
　

　

　
　

　

　

　

,
　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

一
九

　

　

"

　

片

.

試

ぜ靆

h

,
.き
,

(、 う

'

.

丶
ノ

.犀

」

♂

咋
.

O

く"b
丶

W
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ノ

　

　

　

　

　

●
第

三

卷

「
班
…
昔

十

八

考

　
.
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

'
　

　

　

　

　

・
　

二
〇

　

　

ら
、
た

い

み

ん

ち

ん

し

ん

に

よ

う
、君

け

ん

く

る

め

い

た
、
か

り

ん

か

ん

き

う

、さ

い

も

う

す

が

す

ん

へ

い

す

る

ε

も

こ

ん

た

　

　

か

り

ん

ε

な
、あ

は

し

て

け

ん

さ

ん

は

い

ろ

、S

ら

や

あ

ノ
丶

す

仰

あ

つ

て
、さ

め

ん
丶

ε

啼

き

玉

ひ

け

れ

ば

、元

よ

り

長

兵

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

も
ピ
よ
り

　

　

衞

長

崎

も

の

な

れ

ば
、唐

人

口
合

點

に

て
、
…
…

き

ん

に

や

う

く

ε
、唐

普

で

返

答

を

み

し

ら

す

れ
ば
、…
…

元

來

和

藤

内

　
　

常

ゐ
丶

父
が

詞

の
唐
音

き

}
お
ほ

へ
た
る
身
な

れ
ば
乳
…
。
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　

再

此
の
蓋

の
作
鐘

松
子
の
國
嶷

黛

に
よ
つ
写

く
り
し
も
?

如
く
な
薩

そ
の
所
謂
鏨

晶

も
大
霆

松
の

原

作

に

準

す

る

も

の

な

り

ε

知

る

べ

し

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

の

.　

　

　

　

十

口

「
竹

田

出

雲

と

唐

督

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

秉
簾

　

次

に
諸

葛

孔

明

鼎

軍

談

は
、竹

周
鵬

雲

享

保

九

年

の
作

な

り
。

穂

積

以

貫

の
難

波

土

産

の

國

姓

爺

合

職

の

文
句

詐

注

の
中

に

も
、

「近

年

鼎

軍
談

の
唐

昔

は
.ま

こ

ε

の

た

う

い
ん

な

り
」ε

い

へ
る
が

如

く
、や

、・
眞

に

近

き

も

の

な

り
。

例

へ
ば
、

　
　
先
轡

い
ふ
ミ

を
戡

鬟

欝

儲

慘

懸
麥

秀

窿

天
紳
を
繋

.…

ひ
き
ふ
ね
は
蒹

蕾

謙

や

　
　
り
手
を
麗

ぶ

甑
&

默

努

躍
尋

笠

ん
を
莓

が
り
熊

も
ら
ふ
を
壕
ー

ほ
ん
ほ
ー

ー

る還

　

　

ほ

ん

ほ

く

く

ゑ
、き

ゆ

る
思

ひ

は
、な

汐

か

は

ε
け

ぬ
君

の

よ

ほ
ん

ほ

く

ノ
～

ゑ
、よ

ほ

ん

ほ
'
～

ゑ
、わ
い
く

く

。

　

　

是

が

日

本

の

は

や

り

歌

、寐

言

の

様

で
、
お

み

・

に

入

ま

い
。

是

を

こ

2

で

う

た

ふ

哮

は
、

　

三

享

い
ん
ホ

る
う
つ
ん
し
や
ん
し
†
い
ん
験

　

　

　

茎

　

†
い
窪

言

&

享

　

名

を

茎

セ

い
参

え

溜

ん
写

3

ん
ほ
　

　

　

ギ

　

†
い
農

　

　
亭

㌦
う

　
　

不

馴
雪
而
堆
相

思
善
乎

く

ノ
丶

兮
。

善

乎
善

乎
兮
。

和
思
何
爲

不
解

君
之
善
乎

く

ノ
丶

兮
。

善

乎

く

兮
。

灯

　

　

,々

S

こ

そ

う

た

ひ

け

れ
o

　

以

上

漢
字

に

振

假

名

を

つ
け

た

る

も

の

な
、即

ち

作

者

竹

田

出

雲

が

庚

曾

ミ
宥

做

し

た

る
も

の

な

る
が
、比
較

的

唐

曾

に
近

似

す

ミ

い

ふ

の
み
。

其

不

精

確

な

る

は
、則

ち

他

の
諦

作

の

所

謂

唐
曾

ま

が

ひ

の

語

ε
大

抵

同

様

な

り

こ

い

ひ
て

不

可

な

か

/`曜

}.,.ご

尉劉
f
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. 顧
　
罫

●

ゐ

○

・

■

●

甲

蹄

噸

る

べ

し
。

.
之
窶

す
る
疂

椴
江
暑

田
三
子
の
作
中
鑄

の
墾

所
謂
霧

の
斎

あ
る
壗

竟
響

流
行
の
時
代
の
風
潮
に

投

合

し

た

る
も

の

に

し

て
、諸

子

頓

作

の

才
築

ε
評

す

べ

き

も

の

な

り
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

の

甲
戯

曲

演

劇

に

於

け

る
唐

鉱圓
に

つ

き

て

聯

想

す

る

も

の

は
、左

記

の

如

き

市

川

團

十

郎

唐

鉱
日
稱

呼

の

事

な

り
。

歌

舞

伎

年

代

記

卷

二
享

保

+

五

年

の
條

に

い

は

く
、
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

、
ご

ピ

　

の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ス
ウツ
エ
みド
メ
るシ
ラ
み

　

O

あ
る
惜

の

云
、日

本

の

市

川

陶

十

郎

ミ

い

ふ

力

者

あ

り

や
。

中

華

に

て
商

舶

來

往

に

眞

叢

を

慱

來

り

て

見

侍

り

ミ
、長

崎

　

　

よ

り

の

文

逋

な
わ
。

是

は
矢

の

根

五
郎

な

る

べ

し
。

父

の
名

繼

て
、他

の

國

ま

で

且

ひ

T

か

す

る
鼠
、未

曾

右

の
舞
、無

比

　

　

類

孝

子

な

る

か

な
。

　

"

　

こ

れ

即

ち

二
代

目

市

川

團

+

郎

の

矢

の

根

五

郎

の
給

が

支

那

に

樽

は

り

し

爲

か
、支

那

よ

り
渡

來

せ

る

僭
が
、日

本

に

ス

ウ

ツ

エ
.ン
ド

バ

ン

シ
ドラ

ン
霊

い

ふ
力

者
あ

の

や

ミ

問

ひ

し

こ

霊
を

詑

し

た
■る

な

り
。

振

假

名

の
唐

膏

や

丶
不

精

確

の
點

も

あ

れ

曽

も
、斯

の
如

き

唐

著

穩

呼

が

世

に

徳

は
り

し

は
、畢

竟

團

十

郎

の
高

名

ε

ε

も

に

唐

昔

流

行

の

世

な

り
、し

こ

霊

を

示

す

も

の

霊

い

ふ
べ

し
。

十

二
　

頼

山

陽

と

唐

音

　

文

化

文

政

時

代

は

江

戸

文

物

の
爛

熟

時
期

な

り
。

化

政

二

十

六

年

聞
、唐

督

の

流

行

愈

力
盛

な

る

の
黙

あ

り
。

島

津

重

豪

著

の

南

山

俗

語

考

は

文

化

九

年

に
刊

行

さ

れ
、太

田

方

の
漢

呉

昔

圖

に

は

同

十

二

年

の

自

序

あ

り
、文

政

三
、泗
、五

年
頃

に

は

唐

昔

の

唐

人

踊

の

流

行

あ

り
。

イ

ッ

カ

ウ
、リ

ヤ

ン
、サ

ン
、
ス
ゥ

等

の
唐

音

呼

ぴ

聲

の

$

の
邂

ぴ

は

文

化

文

政

年

代

盛

に

流

行

せ

り
。

共

他

化

政

年
代

仁

於

け

る

唐
瞽

流

行

の
事

を

徴

す

べ

き

史

實

頗

る
多

し
。
　

　

　

　

、
.

　

　

　

　

　

第

三

卷

　

麿

普

十

八

考

　

　
-
　

　

　

　

　
・
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一二

　

　

「
.
-
　

》.

)

4

「'

推

丶
ノ

'

"

∵

'`

-・

.

ノ%ガ

!

ヤ

ハ

♂　　"々一 　 一「卩,嵐,

厂
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`

噸■

丶
ソ

噸

噂

'う

ソ

■

　

　

　

　

　

・
第

三

巻
　
　唐

普

十

八

考

・　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

ニ
ニ

　

ざ

て
雷

時

の
大

文

豪

た

る
頼

山

陽

の
居

督

観

如
何

ミ

い

ふ

に

そ

の
「荅

小

野

泉

蔵

論

詩

律

蹴
ど
及
び

そ

の
「別

紙
」

〔山

陽

遺

稿

卷

一
、文
〕に

於

て

　

　

嚮

歸

自

西

邁
。

與

足

下
コ

論

近

體

聲

律
。
,因

語

在

長

崎

所

見

聞
。

以

謂

華

曾

不

足

學
。

(巾
略
)獅

張

説

之

者
。

舌

人

驕

　

　

人

之

具

耳
。
　

　

　

　

、　

　

　

　

　

　

　

.
、　

　

.'

　

　
(上
略
)而

歌

以

畆華
昔
。　
㎞剛
以

郭
冖耳
。　
㎞是
亦

爰

居

鐘

鼓
。　
何

戒
ゆ
椿
…
之

有
。

S
い
ふ
を
以

て
考

ふ
れ
纂

普
を
崇

好
せ
ざ
り

し
が

如

レ
。

然

れ
曹

救
そ
の
友
人
武

蓋

文

の
爲

に
「登

々
行
難

〔山
陽
泄

稿

卷

五
、文
〕を
作

り
、そ

の

中

に

　

　

備

前

武

元

景

文

善

詩

及

書
。

嗜

古

書

蹟
。

自

號

日

登

々

庵
。

登

々

蓋

打

碑

聲

也
。

ピ

い

ふ
を

見

れ

ば
、少

く

S

も

唐
昔

の

知

識

絶

無

に

は

あ
ら

ざ

り
し

こ

ε
を

察

す

べ

し
。
　

　

　

　

・

　

登

々

ざ

い

ふ
庵

號

の

二

字

の

唐

昔

は

日
曾
oq
な
讐
09
ま

た

は

夢

5
09
意
⇒
oq
に

し

て
、石
碑

文

の
「古

誹

蹟
」な

,ご
を

墓

印

す

る

石

摺

の

碑

を

打

つ

時

の

ト

ン

く

の

聲

に

似

た

る

を
、以

て
、山
陽

は

右

の

如

く

い

へ
る

な

り
。

　

爾
、山
陽

は

文

政

元

年

西

邂

し

て
、肥

前

に

入

り
、長

崎

に
留

り
、南

し

て

薩

隅

二
州

に

至

り

し

が
、そ

の
「長
崎

雜

詩
の

中

に
、

　

　

藁

街

浮

水

碧
。

莎

舘

霏

峯

膏
。

山

約

人

烟

密
・ト
市

寵
潮

氣

腥
。

兒

滝

諳

漢

語
。

舟

揖

雜

呉

搬
。

誰

信

露

塵

境
。

孤

吟

　

　

倒

酒

餅
。

〔山

陽

詩

鈔
、卷

Z

二
、西
邂

碼

上
〕

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

り

ε
詠

じ

た

る

一
首

あ

り
。

「兄

童

諦

漢

語
」の
漢

梧

は

即

ち

唐

音

の
皮

那

語

な

り
。

長

崎

人

は

兒

童

も

獪

唐

晋

を

聞

き

覺

え
て
、

,日

常

の
談

話

に

も
、之

を
交

へ
用

ひ

し

こ

ε
、山

陽

に

は

珍

し

く
感

じ

た

る

な

ら

ん
。

ヌ
「長

崎

謠

+

解
」の
中

に
、

　

　

金
鬣

芳

柔

壓

海

腴
。

百

杯

泉

碾

潟

眞

珠
。

客

誇

扨

戰

成

高

乎
。
、
咋

夜

三
羸

呉

下

奴
〔同

上
〕

ぐゼ
詠

す

る

を

見

れ
ば
、擧

の

邂

戯

に

於

て
、

●

噌

/
一 ・峠 卿

、筆
・・轡　 鬯Ptr　 ▼'噛　卵

「噛師
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》畳

●

O

●

4

弓

　

・
イ惣
ウ
↓
諍

)

ヨ

睇

…

・畴

ポ

ガ
イ

譱

來
)
　

"

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
冖

.
ミ

い

ふ
唐

曾

を

以

て

黍

を

う
ち

た

る
掛

聲
叉

は

呼

聲

の

奇

妙

な

る
に

も
、耳
を

傾

け

た

り

し

な

る
べ

し
。

而

し

て
づ

ひ

に

薩

摩

に

入

り

て
脉

じ

た

ろ
「石

曼

子

行
」の

届
聾

鰐

は

島
津

の

塘

脅

な

る

こ

ε
を

知

り

し

も

の
な

る
べ

く
、又

そ

の
「薩

摩

詞
」八
首

の

中
.に
、

　

　

相

逢

南

客

市

邸

問
り

嘗

語

牙

々

雜

漢

蠻
。

御

墨

京

毫

諦

便

値
.、

臼
稱

兩

度

入
燕

山
。

ε
詠

じ

た

る

を

見

れ

ば
.山

陽

が

琉

球

人

の

唐

昔

唐

語

せ

る
も

の

に

も

注

意

せ

し

こ

ミ

を

見

る

べ

し
。

　
.
之

を

要

す

る

に
、山

陽

も

亦

少

く

ご
も

唐

習

に

つ
き

て
相

應

に

注

意

せ

る
も

の

ε

い

ふ

べ

し
。
　

　

　

・

1

　
　
　
　
　
　
　
+

三

　
皆

川

淇

園

と
唐

音
.
　

　

.
　

　

　

　

　

　

　

　

-

　
次

に
,文

化

四

年

に

歿

し

た

る
皆

川

洪

園

の

唐

音

に

つ
き

て

も

記

す

べ
き

こ

ぐ」
あ

り
。

彼

は

そ

の
「洪

園

文

訣
」上

の

卷

に

記

し

て

曰

く
、

　

　
癒

督

ラ
學

ベ

バ
、文

章

ラ
作

井
タ

メ

ニ
ナ

ル

ト
云

フ

コ

+
、近

來

ヨ

ク
人

ノ
多

ク
言

フ

コ

ト

ナ

リ
。

唐

曾

ニ
テ
素

護

ス

ル

　

　

コ
ト

ガ
爲

昌
ナ

ル

ト
云

ラ

ナ

ラ

バ
、四

書

六

經

等

ノ
文

字

旒

讚

ニ
テ
記

憶

シ

ヤ

ス

キ
爲

ニ
イ

フ

カ
。
　

　

ノ

レ

モ
素

読

　

　

シ
タ

ル

℃
デ

ラ

プ
、其

直

読

ノ
匹

昌
義

理

ガ
聞

ヘ
ネ

'
　

　

格

別

ノ
盆

見

メ

コ

ト

ニ
テ
、倭

蹟

モ
同

シ

コ

ト

ナ

ル
ベ

シ
。

　

　
俗

語

ガ

役

二
立

ツ

ト

イ

ハ
"
、吾

イ

ハ

ユ

ル
小

説

ノ
助

ト
同

ジ
詮

ナ

ル

ベ
.シ
。

イ
ヅ

レ

ト

モ

轟
木

邦

ノ
人

ニ

ハ
無

川

ナ

　

　

ル
骨

折

ナ

ル
ペ

シ
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

..

S

い

へ

る
を

見

れ
ば
、唐

督

を

喜

ば

ざ

り

し

心

の

・
如

し
。　
さ

れ

さ

も

右

の

如

く

い

ふ

ε

}
も

に
、岡

磐

同

卷

に

　

　
文

章

ヲ

警

ナ

ラ

ハ

ン
ト
.ス

ル
者

ハ
、古

鰍
・
ヲ
廣

ク
読

ム

ベ

キ

コ
ト
勿

論

・

「

ナ

リ
。

俗

語

小

読

・
魯

ナ

象

テ
読

ム

ベ

シ
。

　

　

　

　

　

第

三

卷

　

霹
川
曾

十

八

考

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
,
　

　

　

二
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
「　

　

ゆ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か
　
　
　
　
　
　
ρ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
.　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
'　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
"
　
　
　
　
　

ゆ

∵

∴

烈

副

,
,
汀

.∴

、
・ド
」

∴

州
『
、,
,、
り
轄

、・
、

,
.

ー

.
、
や
ケ
ザ
唱∵

∵

、
い
∵

、
ン

＼

ぎ

、
・・,
ン

∴
∵

窟

翼̀

,
∴

∴
泣

郭

ー

、鹽
、
♂

,ゴ

.
∵
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..
第

三

卷
}
　

霹
川
普

十

八

考

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
二
四

ミ

い

へ
る
「俗

語

小

詭
」は
、唐

音

の

流

行

さ

そ

の

研

究

に

作

つ

て
發

逑

し

た

る
支

那

文

學

な

れ

ば
、淇

園

も

決

し

て

唐

瞽

を

無

親

も

し

く

は

軽

蔑

し

た

る

に

は

あ

ら

ざ

る
.べ

し
。

況

ん

や

そ

の
磨

光

韻
鏡

餘

論

序
(洪

園

文

集

卷

之

三

に

も

あ

り
)の

巾

に
、左

記

の

如

く

い

へ
る

を

見

れ

ば
、洪

園

も

唐
昔

を

學

び
、唐

音

を

參

考

せ

し

こ

ε
明

な

る
に

於

て

を

や
。

　

　

蓋

余

自

少

學

易
。
・
及

年

近

三

十
。

悟

易

右

開

物

之

窺
。

而

典

道

要

自

文

字

聲

昔

乃

可

得

而

人
r也
。

於
拿是

更

復

稽

核

文

　

　

字

聲
.音

於

其

四

聲

四

等

開

合
、清

濁
。

悉

皆

窮

之

源

委
。

乃

取

本

於

唐

苦
。

而

遠

溯

於

姫

周
。

　

「乃

取

木

於

唐

昔
」ε

い

ひ

し

洪

園

か

唐

音

に

つ
き

て

知

識

あ

り

し

こ

ご

叨
白

な

り
。

さ

れ

ば
、葡

文

に

於

て

唐

管

を

以

て

本

邦

人

に

に
「無
川

ナ

ル
骨

折

ナ

ル
ベ

シ
」ピ

い

ひ

し

は
、蓋

し

餘

り

に
.多

く

唐

音

を

崇

術

せ

る

者

に

對

し

て

い

ひ

し
者

な

る

べ

し
。

・
記

者

の
,所
蔵

に
、「韻

鏡

皆

川

先

生

櫨
二

名
韻

鏡

反

切

鈔

皆

川

先

生
慱
」ε
名

く

る

嚇
書

あ

り
。

天

保

三

年

の
寡

本

に

し

て

一
册

本

な

り
。

策

條
'琴

慶

閲

の
「日
木

績

諸

家

人

物

誌
」卷

上

の

皆

川

洪

園

の

條

に

は
、多

く

其

薯

述

を

列

舉

し
、殆

ん

曹

そ

の

す

ぺ

て

の

を

記

し

た

る

が

如

き

中

に

も
、此

害

名

見

え
ざ

れ

ば
、今

蘇

に

洪

園

の

著

逋

も

し

く

は
其
、
口

授

の

誂

な

り

ざ

武

斷

し

難

け

れ

曹

も
、洪

園

は

音

韻

の
學

に

も

精

し

が

り

し

こ

ε
、上

記

の

磨

光

韻

鏡

餘

論

の
序
.文

を

見

て

も

之

を

想

見

し
得

る

こ

ぐ㌧
に

し

て
、

松
浦
清
(靜
山
S
號
墓

戸
董

な
り
)の
「皆
鮭
弘
霙

生
嚢

」
蠢

轟

瀦

轟

先
生
瑳

世
象

嬖

集
」
魏

講

雛

靴
)
の
文

を
見

れ
曜

尚
明
に
之

を
知
り

得
る
ミ

な

れ
ば
、
「皆
川
先

姥
」轟

せ
ら

る

.
學

者
に
し

て
、韻

鏡
學

の
薯

逑
あ

り

ε

せ

ば

、皆

川

洪

園

な

る

べ

し

S

推

定

し

て

不

可

な

き

が

如

し

。

果

し

て

然

り

ε

せ

ば

、右

の

寫

木

の

韻

鏡

の

一
警

に
、唐

督

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

鞨

を

參

考

し

て

立

r読

七

た

る

も

の

少

か

ら

ざ

る

は
、洪

園

ミ

し

て

は

偶

然

の
帰事

に

あ

ら

す

S

思

は

る

,

な

り

。

　
　
　
　
　
　
十

四

　

「新

シ
キ

昔
」の

傳

來

又
文
化

文
政

年
代

の
事
な

る
が
、鳥
海

恭
仲

默
(松
亭

S
號
す
)の
「膏
韻
瞥
蒙
」
(文
化

十

二
年
龜

田
鵬
齋
序
)に
認
せ

る
左

記

の

^,「 ¶鼎 、

一/
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'己・婚冨

、

!

q

丶

誂

鴣

嬰

ゑ

爵
調

.}、
敵
鑾

口
籌

の
影
著

關
し

譌

意
す

べ
護

を

な
し

た
.◎
も

の
あ低
逡

倉

、
に
詑
、d
凶
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

79

　

　

　

　

　

　

　

　

　

新

シ

キ
甑ロ
ノ
櫨
門
來

　

　

、
若

シ
他

國

ヨ

リ
其

國

一=
云

ハ
サ

ル
晋

テ
傳

ヘ
ゼ久

シ

ク
其

曾

語

其

國

ノ
詞

ニ
ナ

ル
時

ハ
、遂

二
其

國

ノ
人

モ
其

曾

ノ

カ

ハ

　

　

ル

コ
ト
人

倫

ニ
サ

へ
7

レ

バ
皆

同

ジ

ク
云

ヒ
出

ス

コ

ト
也
。

近

ク

ハ
吾

邦

ノ
古

ヘ

バ

ピ
ブ

ベ
ガ

ノ
書

テ

用

フ

ル

コ
ト

　

　

無

ク
、　久
合

督

ニ

モ

ヒ

ユ

ン
　

ウ

イ

ー

等

ノ
勤
ー4
ナ

ド

ハ
'無

キ

コ
ト

ナ

ル

ニ
、近

世
支

那

ノ
瀋
…朝

書

ラ
傳

テ

ヨ

リ

ハ
誰

タ

レ

　

　

モ
皆

云

フ

コ
ト

也
。

"疋
レ

ヲ
古

來

ヨ
リ
此

郭
↓
ニ

ア

リ
'シ

ト

云

ヘ
カ

ラ

ズ
。

　

こ

の

設

は
、

「近

世

支

那

ノ
清

朝

昔
」即

ち

唐

音

の

我

國

に
傳

は
り

し
爲

に
、近

世

日

本

に

於

て

畜
、ヒ

ユ

ン
　

ウ

ィ

ー
な

♂

の

音

が

多

く

世

人

に

呼

ば

る

・
に

至

り

し

こ

ご

を

言

へ
る

も

の

ε

せ
ば

則

ち

可

な

り
。

然

れ
き

も
、古

代

n

木

に
は

斯

の

如

き

類

の
拗

晋

あ

り

し

ε

い

ふ

べ

か

ら

す

霊
設

く
に

至

り

て

は
、い

さ

・
か
精

考

せ

ざ

る
設

に

し

て
、古

代

臼

木

の

漢

字

昔

讃

に

拗

晋

の
あ

り

し

事

は
、隱

れ

な

き

こ

ε
に

し

て
、拙

薯
「漢

字

昔

の
研

究
」

(袋

學

雜

誌

第

三

十

五

編

掲

載

の

中
、第

三

號

二

一
八

ぺ

ー

.
ジ
以

下
)に

於

て

も
、共

事

の

一
端

を

の

べ
し

が
、夏

に

二

三

の
古

代

拗

昔

の
事

を

増

補

せ

ん

か
。

　

親

鸞

聖

人

の
「覃

號
眞

像

銘

文
」

(本

末

二
卷
、末

の
卷

の

末

に
「正
嘉

二
歳

戊

午

六

月

廿

八

日
書

之

愚

禿

親

鸞

八

十

六

歳
」ε

い

ふ
顕

文

あ

る

心

の
。

昭

和

四

年

富

田

派

本

山
噂專

修

寺

複

寫

印

刷
發

行
)に

は
、

　

　

　

　

　

コ

か

五
迸

歸

入
智
榮

、

法
鞘

獲
信

　

ク

ヰ

ヤ

ク

ク

ヰ

昌

フ

チ

ヰ

ヤ

ウ

ホ

ウ

ク

ヱ

ク

ヰ

ヤ

ク

シ

ン

第

三

巻

蹄

命

.
ク

ヰ

、・、
ヤ

ウ

悪

鬼

　

ア

ク

ク

ヰ

汝

水

縣

　

ホ

チ

シ

ヰ

ク

ヱ

…逆

謗

　

ク

止
,
ヤ

ク

ハ

ウ

華

嚴

　

ク

ヱ

コ

ン

唐

腎

+

八

考

( .)

ン

が

り

二
五

鬮

'

9
～幣ら

り幽 　隔噸　　」輝 噛
囓占励"'　!　喝

噛

、　

　

　

-　

嘱.

'

暫

吃
氏

λ

㌔

.

.
「

.
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φ

　

　

　

　

　

●

第

三

卷

　

.府

、普

+

八

考

　

,
　

　

・
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

二
六

　

S

自

策

の

振

假

名

あ

り

。

此

拗

音

の

振

假

名

に

つ

い

て

聯

想

す

る

も

の

は
、淺

野

長

祚

の
「寒

檠

璞

談

」卷

一

の

論

な

の
。

同

卷

、

第

三

條

に

杜

鵑

の

鳴

き

聲

よ

り

杜

鵑

の

別

名

た

る

不

如

歸

の

唐

畿
85
に

言

及

し
、稟

に

進

ん

で

言

ふ
、

　

　

　

不

如

歸

ノ

膚

説14
ノ

コ

ト

ニ

ッ

キ

テ

思

イ

田

セ

シ

バ
曩

年

親

鸞

上

人

ノ

作

リ

シ

正

信

偶

ト

イ

フ

モ

ノ

・

薔

抄

木

テ

見

タ

　

　

　

リ

シ

コ

ト

ア

リ

シ

ガ
、
ソ

ノ

中

二
歸

命

無

量

ト

イ

フ

歸

ノ

字

二
、
ク

ヰ

ト

假

名

ッ

グ

テ

ァ

リ

シ
。

フ

ル

ク

バ

ク

ヰ

ノ

書

ナ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

リ

ク

ル

ラ
、
ク

ヰ

切

キ

ト

ナ

ル

ヨ

リ

キ

ノ

暑

二

読

ク

ル

モ

ノ

ニ

ヤ
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

の

　

、

次

に

釋

素

眞

著

の
「梵

學

須

知

漢

替

正

辨

(明

和

丕
,辰

〇

九

年

素

曇

白

序

)に

は
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ほ　
　
　
　
　
　
　
か
ト
　
ハ　
　
グ
ユ
ン

　

　

　

銃
ロ

ノ

雅

俗

ハ
國

宀子

ヲ

伽以

・ブ
瀞拠

字

ラ

説
ー4

ス

ル

ニ

拗

議15
ラ

以

ナ
.
ス

ル

ヲ
.雅

ト

シ

藍

説
ロ
ヲ

以

ナ

ス

ル

ラ

俗

ト

ス
。

假

令

バ

源

　

　

ジ
イ
フ
エ
そ
ク
エ
　
　
　
　
　
　
.
ゲ
・'
鋭
　
ヘイ
ケ
　
　'

　

　

　

氏

準

家

ハ

雅

ナ

リ

源

氏

…牛

家

ハ

俗

ナ

・-
.o

　

S

記

し
、次

に

紀

州

の

學

者

藤

井

常

枝

Q

和

漢

字

名

鎌
」

(安

永

四

年

署

者

凡

例
、天

研

六

年

、龍

公

美

序

、刊

行

の

年
、禾

詳

)卷

之

下
、

乾

の
「O

字

曾

假

名

遣

之

解

」の

章

に

、也

、愈

、典
、陽

、鵬

、永

、藥
、厄
、役

、欲

等

は
、
そ

れ

ム
丶

元

來

イ

ヤ
、
イ

ユ
、イ

ヨ
、
イ

ヤ

ウ
、
イ

ヨ

ウ
、
イ

ヤ

ウ
、

　

イ

ヤ

ク
、
イ

ヤ

ク
、
4

ヤ

ク
、
イ

ヨ

ク

の

拗

臨

な

"

し

が

、
σ

ひ

に

ヤ
、
ユ
、
ヨ
、
ヤ

ゥ
、
ヨ

ゥ
、
エ

イ
、
ヤ

ク
.
ヤ

ク
、
ヤ

ク
、
ヨ

ク

の

直

晋

ε

な

り

し

こ

ぐ
}
を

叙

逋

し
、同

卷

Q

O

字

曾

轉

聲

之

解

」の

章

に

は
、樅

輿

を

〃

ン

ニ

ヨ

ぐ
㌧
よ

む

は
、輿

の

字

に
'も

イ

ヨ

の

拗

音

あ

り

し

に

3

沸■

る

こ

ε

を

の

べ
、ま

た
δ

以

　拗

萱

爲

レ漢

直

瞽

冩

奐

之

類
」
の

一
章

を

記

し

、砌

卷

坤

の

部

の
「再

拗

昔

例
」
ω

章

に

は
、常

倫

の

切

は

紳

、

章

倫

の

切

は

諄

な

る

こ

S

を

の

べ

て
、倫

に

リ

ユ

ン

の

拗

曽

あ

り

し

こ

ご

な

噸ご

を

の

べ

た

り
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

'

其

他

、倫

の

字

は

力

蓮

切

ま

た

.は

龍

容

切

な

れ

ば
、
リ

ユ

ン
(拗

蓍

)
な

る

を

リ

ン
(直

音
)
ε

し
、律

は

呂

戌

切
(戌

脅

ジ

ユ

ッ
)な

れ

ば

リ

ユ

ツ
(拗

習

)な

る

を

リ

ツ
(盗

書

)嶋こ

し
、傘

は

以

幽

切

な

れ

ば
、イ

ユ

ッ
(拗

音
)な

る

を

イ

ヱ

直

書
)ご

し

た

る

點

に

つ

き

て

注

意

せ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

賜

る

こ

S

は
、既

に

上

記

拙

薯

「漢

字

膏

の

研

究
」
の

中

に

も

引

贋

せ

ろ

前

田

綱

紀
(松

雲

公
)の
「桑

華

字

苑
」
の
外

、「普

韻

略

邇
」等

に

も

あ

り

て
、文

化

年

代

以

繭

に

も

、既

に

種

力

の

拗

音

に

つ

ぎ

て

注

意

も

し

熟

知

せ

る

も

の

少

か

ら

ざ

れ

ば
、
ヒ

ユ

ン
、ウ

ィ

ー

等

の

看
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.「幽 幽轡

、

を
以

て
全

く
「新

シ

キ
督
」
ε
看

倣

す

こ

ε
は

訂

正

す

べ

き

も

の

な

る

べ

し
。　
但

し

ヒ

ユ

ン
　

ゥ

ィ

ー

の

如

き

合

昔

の

近

世

本

一

邦

人
に
多

く
呼
ば

る

走

至
り
し

こ
享

蕪

せ

る
瀧

販

る
べ
き

も
の
な

り
・

　

こ

の

點

に

つ

い

て
は
、大

槻

玄

幹

も
、を

の

薯
「西

普

發

微
」

「文

政

九

年

刊
、
一
名
「
和
督

唐

暑

對

註

西

昔

發

微
)に

於

て
、こ

れ

に

言

及

せ

り
。

之

を

鈔

録
す

れ

ば
、左

の

如

し
。

　

　

和
蘭

ノ
字

曾

ラ
對

皹

ス

ル

ニ
、直

晋

ハ
和

督

可
4ナ

レ
ド

モ
、拗

膏

ハ
唐

督

二
求

メ
ザ

ル
ベ

ヵ

ラ

ズ
。

囚

テ
直

拗

共

二
唐

音

　

　

ラ

用

フ

ル
也
。

　

即

ち

玄

幹

も

和

穂

の

字

音

を

對

驛

す

る
に

當

り

唐

音

を

利

川

し

た

る

の
み

な

ら

す
、清

文

鑑
、及

び

清

文
啓

篆

の

二
書

を

も

參

考

し
.て
、清

文
(即

ち

満

洲

文
)の
漢

字

晋

譯

の

法

な

曹
を

參

按

し

た

る

は
、亦

唐

臂

に

櫞

な

き

こ
.ε
に

は

あ

ら

ざ

る
な

り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十

五

　
唐

音

琴
譜

　
　
　
　

文

化
、文
政

年
代
及
び
其

後

の
最
近

世
輿
上

の
唐
普
に
あ
ら

は
れ

た

る
近
世

口
本

へ
の
支
那

文
化

の
影
響
の

著

し
き
も

の
、

　
　
　

少

く
ミ
も

二
三
あ

り
、

本
章
以

下
に
於

て
之

を
叙
述

せ
ん
。

　
　
　
　

第

一
は
唐
習
琴
樂

の
事
な
り
。

江
戸
幕
府

時
代

の
初

期
に

隠
元

縄
師

よ
り
や

・
後

に
來

舶
歸
化

し
た

る
明
信

心
越

和
爾

　
　
　

を

以
て
そ

の
開
租
ご

せ

る
水
戸

の
轟

昌

山
紙
薗

寺
派

Q
心
越
和
爾
清

規
」に
よ
れ
ば
、唐
督

を
以

て
謙
經

せ
し
こ

ミ
册
な

る
が
、

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

と
シ

　
　
　

心
越

は
ま
た
琴
樂

に
精
邇

し
、近

批

日
本

の
琴

樂
再
興

の
名
界
を
享

右
す

べ
き
'も
の
に
し
、て
、琴
譜

の
歌

は
、唐
音

ま
た

は
明
督

　
　
　

に
て
う
た
ひ
、共
流
を

汲
め

る
者
は
明
治
以

後
に
至

り
て

も
、獪
庚

晋

の
樂
譜

霊
歌

詞
を
吟

咏
し
、且

つ
純
支
那
的

の
明
清
樂

器

　
　
　

を
用

ひ
た
り
。
　

　
　
・　
　

　

」

　
　
　
　

心
越
和

徇
唐
瞽
琴
樂

の
事
を
知
ら

ん

ミ
せ
ば
、左

寵
の
諸
史

料
に

よ
る
べ
し
。

　
　
　
　
　
　

　
　

第

三
撃

,
班

昔

+

八
考
　

　

　
「　

.　

　

,
　

　

　

　

　

　

　

・
　

　

二
七

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　

略
ノ

～

.

「
　

,
」
.
　

・
　

　

　

　

　

　

う

ノ

　
　
　
.
沖
　

「
、

,
　

.

ー

、・

～

㌻

、

∵

静
滑

圃

'

匸
.

》

ピ
　

　

　

　

　

・
　

・

',.

.
㍗
轟

響

.睨

壮

¶、
"

广
・

・蝋袖
州"
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ゆ

.

へ)

d

噂

つ
/

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

二
八

　

　

　

　

.
第

三

巻

　

唐

普

十

八

考

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヨ　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　コ

　
　
束
衆

集
(棗

は
心
越
の
號
)・
棗

講

O
尻
知
齋
講

O
有
徳
院
殿
震

馨

+
七
.四
+
二
・
假
名
叢

0
轟

姦

　
　
堂

。
靉

霙

巻
下
。
束
湖
毳

o
雲

軅
鼕

「下
σ
嚢

遣
夊
の
申
2

蠶

志
と
七
警

集

蟇

。
巽

靉

　

　

の

乗

阜

…琴

徹
叫
,賭

嶌

本

今
上
識
建

髄
工
纛

覊

讙

蘇

擁

載

黶

・・卵・・都
・塁・マ

東
難

驪
運

募

川ぶ

野
課

御
一ー

ー
卑
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、

細 設 垂 毒 刻

嚢搬
璽
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噸

　

右

の

表

中

の

主

な

る

も

の

に

つ

い

て

叙

邇

せ

ん
。

人
見
観
洞

肇

の
仔

婆

集
」を
閲

す

る
に
・・て
の
棗

響

初
見

の
賃

は
不
詳

な
慧

も
、天
和

の
初

な

る
べ
し
。

數

年

盟

野

際
さ

れ
し
冕

ゆ
・

唱

和
賂
答

の
詩

文
窟

數

+
篇

を
撃

。

國
字

を
以

て
藁

の
指
法

の
解
を
記

せ
し
も
あ

り
・

讐

不

響

調
も

ま

り
嚢

り
・指
法

も
瞭
解

し
難
く
、初

め
攀

し
時
の
困

難

嫉
想
像
す
べ

し
。

竹
洞

の
熱

心
ぐ曇

　　　　ノ

cP丶

　　　 (b

醜趣
}'加　　　 　 栖'暗F

.「
'

　　
　
　

ー

-

　
　　
　　
　
　　
　
　　
　
　
　
　

ー

-
I

　k
「
-
1
　　
　七

t.、 丶

1
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、

サ

,
心

ε

に

よ

り

て

唐

瞽

琴

法

の
近

世

日

木

に

傳

は

り

し

こ

ミ
、斯

道

の

爲

め
.大

に

そ

の
功

を

醒

す

べ

き

な

り
。

㌃

次
に
杉
沛
琴
川
は
寳
永
二
年
の
林
祭
酒
驀

へ鳳
岡
)洗

序
斈

の
せ
て

∬

　
　

束
皐

琴
譜

五
卷

　

　

　
大

明
　
心
越
…禪
師

　
訂
説14

・

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
日
本

　
杉
沛

正
職

　
重
校

を

撰
し
た

る
も
、清

耨
草

本

の
ま

ゴ
に

て
、そ
の
嘗
世
に
傳

ふ
る
事
な

し

ご
云

ふ
。

其

門
下
小

野
田
束

川
最
も
其
技

に
熟

逹
し
、

そ
の
蘊
奥

を
究
警

、
い
ふ
。

右
徳

壌

御
實

記
附

籌

に

か
鼕

、

・　
　

音

樂

も
久

ル

く

絶

え
、御

法

會

な

ら

で

は
、伶

人

奏

樂

す

る
こ

ε
な

か

り

し

が
、元

文

三

年

九

月

十

八

口
、木

城

に

て
舞

樂

御

　

　

霓

あ

り

て
、群

臣

見

る

こ

ミ
を

許

さ

れ

し

か
ば
、古

ぶ

り

の

樂

を

め

づ

ら

か

に
・見

聞

し

て
、心

あ

る

者

は

大

に
感

ぜ

し

ε
な

　

　

わ
。　
琴

は
今

の

世

に

彈

す

る
者

も
悔

え

て

無

か

り

し

に
、寛

文

の
興
、明

の
信

心
越

ε

い

へ
る
が
、此

國

に

投

化

せ

し

ε

き

　

　

傅

へ
來

り

し

を

勘

定

奉

行

杉

浦

内

蔵

允

正

昭

が

家

人
、小

野

田

加

兵

術

束

川

ε

い

へ
る

も

の

ひ

ε
り

ぞ

學

び

た

り

け

な
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　
　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タ

霊
。

か
K

て

そ

の
事

世

に

慱

は

り
、又

京

都

方

面

に

も

傳

は

り

し

事

の

如

魯

は
、本

論

文

の
主

意

外

の

事

な

れ
ば
、深

く

之

に

言

及

せ

す
。

た

野
小

野

田

東

川

等

に

よ

り

て

後

世

に

慱

は

り

た

る
唐

昔

の
琴

曲

の

み

に

つ

い

て
、叙

述

せ

ん
。
　

　

　

　

　
七

　

束

川

の

事

は
、東

皐

琴

譜

に

も
、左

の

如

く

記

さ

れ

た

り
。

琴

譜

の

寛

政

九

年

に

刊

刻

さ

れ

た

る

も

の

・
菊

池

邏

甫

の
序

文

に

曰

く
、
　

　

　

　

「
　

　

　
イ
　

　

・
-
。

.,　

　

　

　

　

　

　

▼

　
　

及
師
鬻

之

門
者
。

束

川
野
廷
賓

最
顯
。

琴
譜

肇

f
餘
曲
。

束
-川
僞

選

士

ハ
豊

叢

者
。
.
今

之

琴
家
。

皆
共
餘

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

卸.　
　、'

　

　

裔

云
。

　

東

川

が

心

越

師

よ

り

口

授

を

傅

受

せ

り

ε

い

ふ

は

誤

な

り
。

束

川

は

貞

享

元

年

"

生

れ
、心

越

師

の

元

祿

五

年

水

戸

に

在

り

し

時

は

僅

か

に

九

歳

な

り
。

元

祿

八
年

同

師

の
水

戸

に

て

遷

化

の

時

は

僅

に

十

二
歳

な

0.
b

頴
敏

な

り

く」
い

ふ

も
、九

歳

、ρ

■
第

三

卷

　

　
贋

普

十

八

考

　
　
　

　
　
　
　

う

丶
「
ノ

ρ

二
九

/u

ノ

,

気

、

ド

μ
餌ぱ

。幽

,π㌦
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う

4

)

　

　

　

　

　

・
第

三

卷

　
　唐

暫

十

八

考

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ト
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
三
〇

や

+

二
歳

に

て

は

難

解

の

琴

撚

を

撃

び

得

る
迸

理

な

し
。

冶

の
女

に
師

の

門

蔦

及

ぶ

も

の
。

云

々
。」
S

あ

る

は
、來

川

を

以

て

越

師

直

按

の
門

人

こ

い

ふ

に

解

せ
ら

る

エ
恐

れ

あ

り
。

敬

に

=
冨
之

を

辨

す

る
な

り
。
"

　

さ

て

十

六

曲

は
、上

記

の

琴

譜

に

よ

れ

ば
、左

記

の

如

し
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

.

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

1γ
〆

　
　

調
絃
入
弄

儲

琶

梅
花
二

・
蓼

引
).
流
浪
歌

子
夜
呉
歌

幽
澗
泉

翻

翼
網

轟

安
排
曲

寄
隱
者

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

い

　
　

南
薫
様

長
相
思

川
思
吟

,無

別
難

碕
蘭
操

霹
靂
引
(
翻

遡

腫

　

こ

の
十

六

曲

は
、楚

の
屈

原
、齣

漢

の

武

帝

を

始

め

S

し

て
、李

白
、杜
布
、蘇

軾

等

の

如

き

唐

宋

の
名

家

に

至

る

ま

で

の

作

を

作

曲

し

た

る

も

の

に

し

て
、典

雅
、優

美
、士

譜

子

の

慱

唱

し

て

可

な

ゐ

も

の

な

り
。

而

し

て

此

十

六
曲

の
唐

曽

を

以

て
唱

歌

嚢

樂

瀞d
れ

し

こ

ご
は
、束

皐

琴

譜

の

後

世

に
遺

り

し

諸

木

ぐ
丶
之

を

畢

び

し

者

の

附

け

た

る

も

の
ら

し

き

唐

苦

の

振

假

名

を

見

て
之

を

推

知

す

る
こ
.S
を

得

べ

し
。
　
而

し

て

是

等

の

諸

木

に

記

入

さ

れ

た

る

唐

昔

が
、同

一
の

曲

に
あ

り

て

も
、大

同

の
中

に
小

異

あ

る

を

発

れ
ざ

る

は
、授

受

筆

記

の
樹
、即
ち

口

授

築

受

の

問

に

薗
ら

生

じ

易

き

誤

聞

誤

記

な

さ

に
よ

る
も

の

な

る

べ

し
。

　

次

に
沛

上

玉

堂

父

子

三

人

の

事

は
、

「山

陽

遺

穂
」卷

三
、文
、に
「玉
堂

琴

士

碑
」の
文

章

あ

る
に

よ

り

て
、周

知

の
事

ε
な

れ
り
o

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　　　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　て
　　　　　　ゴ

　

心

越

及

び

小

野

田

束

川

の

後
、束

川

に

就

唐

て

學

び

た

る
京

都

の

伶

人
、辻
近

任
、竝

に

東

川

亡
往

來

し

て

琴

學

再

興

の
事

に

從

事

し

て
、琴

學
大

意

抄

(「享

保

七

年

丕
寅

四

月

二

十

八

日
物

部

茂

卿
」の
跋

文

あ

り
)を
著

述

し

た

る
物

徂

徠

の
如

き

は
、心
越

禪

師

の

斑

誉

琴

樂

に

つ
き

て

深

く

興

壕

を

有

せ

し
者

に

し

て
、徂

徠

は
特

に
專

凹

學

者

Σ
し

て

の

唐

督

崇

徇
、及

び

曽

律

研

究

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ム　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ

の

爲

に

琴

譜

を

愛

好

せ

り
。

唐

晋

ε
琴

樂

乃

至

は
督

律

ぐ}
の
關

係

に

つ
き

て

徂

徠

の
注

意

し

た

る
觀

察

は
、

「徂

徠

集
」卷

十

六

の
「購

善

邏

羅

語

入
」の
文

に

ょ

り

て
之

窺

ひ

知

る

こ

ミ

を

得

べ
し
。

今

共

要

點

を

略

蓮

す

れ

ば
、左

の
如

し
。

　

朝

鮮

使

節

の

江

戸

に

入

り

し

時
、
一
長

崎

人

あ

り
。

江

戸

の
人

ε

・
も

に

使

節

の

行

列

を

觀

る
。

既

に

し

て

そ

の

行

列

鼓

吹

の

樂

の

中

に
、二
絃

琴

を

湊

す

る
を

き
く

や
、長

崎

人

は

低

磬

之

に

和

し
、菅

韻

曲

節
、朝

鮮

人

の
湊

樂

に

随

つ

て

粗

上

下

し
、節

働

'絶『
噸

榔
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,
、
,＼

蠡

善

合

し
繋

ひ
、笑

懿

せ
ざ

る
は
な
し
。

乃

ち
艸之
姦

問
し
た

る
じ
、壽

中
黶

・
樂
撃

轟

人
に
受
け
、斐

字

、

S
樂
理

の
精
し
き
こ
S
は
智

ざ

る
蟲

き
讐

た

る
欝

に
よ
り

て
鮮
人

の
湊
警

型

・
る
こ

嘉

得
た

る
な
り

・こ
あ
り
。

　
　
　

徂
徠

は
此
事

に

よ
り

て
、彼

の
所
羃

書

即
ち
唐
章

、
樂
譜

ぐあ

瞿

微
妙

な

る
剛
係

あ

る
三

、、
を
感
悟

し
た
詢
。

徂
徠

　
　

の
釁

多
才
な

る
象

血

樂

譜

に
も
及
び
、詣

0
、恕

琴
爨

意
抄

の
蒙

あ
,乞

毒

竟

斯
の
怱

感

梧
あ

り
し
に
山

.

　
　

る
こ
ぐ
最

、ら
ん

憲

は

を

な

り
・

言
ひ

か

ふ
れ
ば

即
も
琴
曲
が

唐
書

に
て
唱
奪

ら

る

:

二
・
が
、や
が

て
彼

の
琴
樂

に

　

　

興

味

を

右

す

る
こ

ε

}
な

り

た

る
」

源

因

な

ら

ん

くし
思

は

る

・
な

り
ゆ
　

.　

　

　

'

.

心
馨

師

の
傳

へ
だ

る
唐
蒙

樂

に
比

し
て
卑
璽

仏
る
富

轟

戸
時
代

の
初
謹

傳

は
翼

り
。

即

ち
癇

松

の
華

　
　
　

(元
祿

+
七
年

燕

犠

大

木
羅

編
髄

新
響

類
從
歌

些

ハ
に
之

姦

む
"
)の
卷
四

に
載
せ
た

・わ
震

人

踊
」の
歌

の
文
句

　
　
.
の

一
読
殆

ん
茎

く
解

し
難
含
も

の
も
、轟

小
曲

に
よ
彑

し
之

を
瞭
解

し
得

る
こ
ε
26
記

の
如
き

も
の
あ
り
。

　
　
　
　

　
　
　

唐
人
踊

の
歌

の
文
句

　
　
　
　

い
き

に
て

く

す

い
ち
や
ゑ
ん
ち

や
す
.い
ち

や
す

い
ふ
い

　
　
　
　

　
　
　

唐
曾

小
曲

一
夏

　
　
　
　

一
夏
裡
天
◎

.一
夏

裡
天
。

月
照
紗
窓
。

人
也
朱

眠
。

被
襖

兄
。

塞
凍
得
揮

身
上
腫
。
(下
略
)

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

}
.　

、　
　

フ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔岡
島
冠

山
「唐
話
纂
要
」卷
五
、小
曲
〕

　
　
　
　

　
　
　

右

の
兩
者

の
對
照

　
　
　
　

い
き
に

て
　
ノ
丶

　

　

　

す

い
ち
や
　

ゑ
ん
ち

や
　
す

い
ち

や

　
　
　
　

ノ
翼

勸
兇

r
一
更
裡

天
　
嬲
駈
,
.
　

　

驚
.朧
.
　

　

緲
駈
.
.

　
　
　

こ

の
響

振
假
名

は
唐
話
纂
要

の
外
、唐
嘉

蟹

正
聳

ハ
轟

叢

享

逍
遘
暫

序
あ

坤

象

に
も
、醉
胡
蝶
{ツ
イ
ウ
,プ
).}

　
　
　
　

　
　
　
　
蕗

三
卷

　
窟
一
瞽

十

八
考

　
　
・
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

、
　
　

　

　

　
　

　
三
鰰

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

.
)

層
.　

.　
　
'ギ
　
　
　
　
　
　

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「丶
ノ
ピ

」
　
　
　
　
　
'　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

"
　
　
　
　
　
靹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　'　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
.　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轟
　
　
　
　
　
　"

、……

華

"㌧
ギ
一

∵

一
隔

,
=
・
∴

-
,∴
.貼∵

・,'一

㌦h
㌃
一

一

一

り呂
調

・〆

."

.
"・
・
:

,

浪

避

蛭

-
,
」.電
,亀☆

∴

、
∵
∴

.・
,㌦
・ご

∵
、〆
㌧
ー
ジ

趣

蠹

贈

劉

熱

鷭

瀕

-

∴

」

　 　 H-　 　　　L一　''　　　　　　「t

噌
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へ

●

丶
ノ

'

り

)

,牌

　

　

　

　

じ

第

三

巻

　
　膺

普

十

八
考

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
'
　

　

　

　

鴛
二

題

し

て
、右

の
小

曲

ご
同

様

の

も

の
を

載

録

せ

る
も
、そ

の
唐

-慨ー-
振

假

名

は

唐

話

纂

要

に

及

ば

す
、少

く

ε
も
「い

営

に

て

く

」
の

解

説

に

は
唐

話
纂

要

に

よ
ろ

こ

ご

便

利

な

り
。

ヌ

天

叨

五

年
刊

の

唐

來

參

和

著

の
「和

唐

珎

解
」に

も
、
一
人

物

の
二

夏

裡

天
。

云

々
。」
を

う

た

ひ

し

こ

ミ

を

記

し
、そ

の

唐

暫

假

名

は

唐

話
纂

要

0

唐

梓

ミ

同

様

な

り
。

な

ほ
叉
「曲

樂

小

令
」

(寫

木

扁
冊
、記

者

所
藏
・

支
那

小
曲

+
二
篇

ぐこ

て
諏

師
清

饗

彦
所
樽

の
曲
樂
四
蒲

・ぜ
の
せ
た
。
。

安
政

七
年

艱

鶚

の
案

な
り
。)

に

も
、同

楼

の

小

曲

を

の

せ

た

わ

。

但

し

題

n

及

び

文

40

の

唐

音

少

嘲し

く

異

な

れ

り

。

　

　

　

　

↑
ワ
ゥ
、
"
冫

　

　

　

　

鬧

五

更

　

、
イ

㌘

リ
ィ
三
冫
　

　
工
之

;

サ
・
ソ
ζ

　

　

一
夏

裏

天

(再
)
月

照

紗

窓

(下

略
)
　

　

　

,

「

此

外
.唐

話

纂

要

所

載

の

小

曲

は
、概

ね

上

記

の

一
夏

裡

天

の

類

に

壗

し
、唐

菅

和

解
-所
ー
載
-
の

幣

譜

ば

雅

俗

和

牛

ず

庖

も

の

な

,

り
o
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

,

次
に
賀

暦
+

三
年
刊

の
大
枝

流
芳

の
「遊

誕

驚

鋳

京
横
笛

の
笛

譜

.、
し

霜

㎜心
典

シ
ヤ

、.
ス
ゥ
キ
ョ
)蒙

樂
(チ

.
ビ

銃

ヨ
)等

の
唐

曾

の

樂

譜

を

記

載

せ

り
。

夊

常

時

册

樂

流

行

し

て
、唐

書

を

以

て

古

詩

唐

詩

等

を

う

た

ひ

て
樂

を

な

す

も

の

あ

り

し

こ

ミ
は
、岡

十

四

年

刊

の
蟠

桃

舎

線

椦

署

の
「萬

藝

間

合

袋
」に
、左

の
如

き

記

事

あ

る

に

よ
b

て

之

々

知
ち
.こ

ご
を

得

べ

し
。

・

蕪
纖
羅
騰
轢
瓢一鑛
鰍
嚇
騰
蹟

　

　

　

　

　

　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
　
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

斯

の

如

き

事

,
實

は

.

即

ち

唐

音

琴

樂

の

流

行

言

併

行

共

調

し

て

起

り

た

る

も

の

ε

し

て

注

意

す

べ

き

こ

ε

・

い

.
語

べ

し

。

次
に
明
墾

永
年
代
量

妾

纎

響

饗

世
に
出
で
.た
り
。

是
れ
即
ち
さ
言

寛
永
循

に
明
末

の
亂
を
謹

唱

.鰹呻 挿〆
『卸 引

＼

・

乳
　

噌
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顧

　
　
　
　

樂
器
を
抱
き
て
逾
に
長
崎
に
來
舶
歸
化
し
て
明
樂
々
傳

へ
た
る
魏
覆

暴

の
響

の
墨

な
り
・

樸

四
世
の
孫
を
魏

　
　
　
　

」皓

ぐ、
越

字
は
子
墨

は
尉
由
マ一
い
ふ
。
誼

先
傭

警

住
み
し
叢

轟

鹿
き

な
"り
σ

幼
よ
豪

傳
の
爨

に
迺

　
　
　
　
じ
.薐

を
釜

す
。

輩

の
娘
か
ら
ヅd
る
を
警

、
五

謬

こ

て
京
都
に
餐

之
を
鐸

の
人
に
授
く
・

人

?

爨

　
　
　
　
の
妙
を
聟

蒔

名
誹

く
揚
が
る
。
.山尽
都
に
居

る
ミ

+
撃

。

從
學
す
る
も
の
前
讐

餘
人
・

鍔

圃
靠

鵞

等

　
　
　
　
は

.て
の
入
室
の
弟
子
た
か
。

・て
の
籌

麦

卿
に
逹
螽

籍

公
栗

響

葉

の
招
に
謇

て
明
樂
塞

し
・穿

名
聲

　
　
　
　
ま

ろ
む
。

そ
の
棗

塑

寸
の
靉

別
搬

に
於
て
、磐

釜

捧

べ
て
糞

す

る
や
冷
羮

納
言
爲
村
貍

雀

あ
り
.

　
　
　
・
和
歌
を
作

つ

て
之
を
贊

美
し

て
い

ふ
・
　

　

　

㌃

.

　

　

　

　

　

　
聴

歌

を

う

た

ふ

庚

聾

唐

こ

ろ

も

　

　

　

　

　

　

　

　
唐

人

な

ら

で
、麿

め

け

る
離

　

　

　

　

　

　
　
,

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヘ

　
　
　
　
マ、コ

鏖

に
て
、γ
た
ひ
た
る
蠶

簾

ち
響

の
爨

な
9
・

而
し
て
子
朋
騫

中
に
刊
刻
し
た
る
も
の
は
、

　
　
　

一

驚

謙

攣

羅

瓢

五
年
刊

・

・
　

　

、
　

　

「

　
　
　

'
に
し
て
、子
明
歿
後
(講

簍

永
三
年
に
歿
す
じ

刊
刻
馨

れ
た
る
も
の
は
・

　
　
　
　
　

魏
氏
樂
器
圖
　
筒
非
景
周
編
　
安
永
九
年
序
蹟

　
　
　

な
り
。

こ
れ
等

二
湊

釜

鬘

年
鷙

序
Q
樂
蝋箇

の
業

示

學

あ
り
・

禦

の
刊
刻
な
る
や
不
明
な

る
を
惜
む
.

　
　
　
　

爨

鴦

編
の
巍

暴

器
圖
の
農

に
、響

の
「帯

黍

俾
」あ
。
こ

れ
に
よ
れ
巍

氏
家
傳
の
翼

等

へ
三

百
餘

　
　
　

輪

曲
あ
り
し
姦

暴

講
」に
婆

ら
れ
た
る
も
の
は
五
㌫

な
り
。

而
し
て
叢

の
覦

が
三

て
唐
霍

て
吟
唱
さ

　

.

　
　
　

れ
し
、)
マ、
鋒

+
曲
に
す
.べ
て
蕪

口
の
磐

を
つ
け
て
刊
行
せ
ら
れ
た
る
こ
嘉

見
τ
も
之
姦

り
得
べ
麦

藷

の
冷

　
　
　

.
泉
爲
村
の
ヲ

た
ふ
塞

」の
和
歌
に
よ
つ
て
も
之
を
智

得
べ
き
な
り
.

　
　
　
　

　
　
　
　
　
蕗

三
'卷

　
　　離
瞥

十

八
考

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

三
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

　

　
,　

　

　

　

　

　

　

　

ゆ

　

　

轡
　
　
　
　
　
　
　
　ρ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　〈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翻
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
!
h」

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

鞭
　
　
　
　
　
　
簡

u
・
・,黷

鼕

脚

二

窪

「
・
ご

.
」

,-

.
・3

.廓

・
,
㌧

,・、
・匹

劃

劉

∵

∵

.

.

.
・一

!
・
」
∴

弓

∵
:

∵

げ
・

∴

一㌧
、
"豪

ξ

ー

・、

.9」
『

一

沖

"

」蛎

,φ無
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莟

■　
　
　
　
　
　
　

矯

へ
丿

　

　

　
噂

ー
一

◎

■

)
'

丿

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

　
　
　
　
　
　
髴

三
巻

、
唐
普
+
八
考
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

三
四

　

次
に

心
越
禪
師
縫

の
唐
諮

樂

は
、藷

弟

小

野
田
束
川

の
後
、之

に

つ
ぐ

も
の
馨

、其

鬟

、
甚
だ

振
笹

∂
り
し
が
、議

窟

に
至
り
肥

後
の
葛

温
卿
、ト
野
の

菊
池
讐

、・こ
も
に
之

を
好
み
、姦

九
年

二
焉

校

に
よ

皇

し
「束
舞

攀

刊
刻

せ

b

・

刊
査

舗

の
木
文

の
み

に
し

て
、轟

の
振
署

な

け
慧

も
、實
際
唐

菅

て
唱

誦
、吟

咏

せ
し
も

の
ぐ見

え
、巽

所

藏

の

蔀

忌

に
黍

も
し
く

は
馨

に
て
匪
蓼

附
け
"た

。
。

例

へ
ば
左

の
如

し
。

　

　

　

冨

攀
藤

ダ

罐

.畿
篆

嚢

議
惴蕾

臨

・
蝿
嚢

寧

.
,
＼

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
陶
濳

　
　
瓢

蠶

驤

難
.
羅

.
下̂
齢
二
勁
趣

　

'

　

其
他
總

計
二
土

曲
・薯

響

、璽

笈

ぴ
馨

癒

別
せ
り
。

響

叢

暴

、今
靆

つ
葺

に
奮

が
如
憲

遇仏
く

コノ
ん

ば

あ

ら

ざ

る

な

り

む

.
杢

八
年
の
議

求

入
手

し
た
る
棗

蠡

m」は
・甍

桐

庵

の
毒

査

し

て
、貰

杢

氏
が

耀

の
長
子
謹

堂
　夂
茶

溪

豪

す
)よ
り
賜

は
り

た

る
も

の
な

る
由

の
桀

"
あ
り
。

塁

桐

庵
の
琴
導

・
も

に
霾

雲

を
解

せ

し
,二
、
を
推

知
す

…

べ
麦

同

謹

附

録
三
枚

の
篝

寛

れ
ば
・光
鬟

轟

製

の
春

野

一
曽
「き
み
が

た
め

春

の
野
に

い
で

.
蓁

つ
.む
我
が

衣
手

壗

は

ふ
り

つ
蠢

に
山

邊
赤
人

の
富

士
の
歌
、外
二
葛

和
歌

に
心
越

象

譜
を
應

川
せ

.φ
籌

龕

ぎ

わ
あ
り
。

何蕪

鬣

鰡難

難

鞭

柵購
難

騙
翫

報
鎚

獄
躯"ゼ樂

み
驟

難

雛
羅

毅
魅

雲

慰

似パ
な
毳

簒

舶
の
幾
多
の
萸

憲

味
ー

好

、
丶

・に畷 肺,
/

7

守'
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め

る
月

琴
、横

惰

の

唐

菅

明

清

樂

を

唱

嚢

吟

飜

し

て
、自
然

に

唐

昔

々
樂

の
妙

味

を

長

崎

人

に
傳

へ
、長

崎

人

も

ま

た

向
然

に

唐

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

帥

　
曾

々
樂

の

妙

味

を

解

す

る
に

至

り

し

こ

ご
は
、薗

記

の
「徂

徠
輿

」文

中

の

一
崎

人

の
例

を

見

て

も
、之

を

知

妙

得

る
こ

ε

な

る
が
、

　
府

の
村

井

琴

山

の
月

琴

傳

授

の
如

き

も
、斯

の
如

き

時

代

に

起

れ

る

一
實

例

ミ
見

る

べ

き

な

わ
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
丶

　

叉

長

崎

唐
昔

邇

事

の

唐

音

々
樂

の

事

も
、之

を

想

見

す

る

に

難

か
ら

ざ

ろ
こ

ミ
な

る
が
、古

賀

穀

堂

が

長

崎

に

至

り
、鐸

士

游

龍

氏
を

過

訪

し
、

「蕪

様

茗

饌
異

邦

厨
。」
の

美

味

ミ

も

に
、

「月

琴

蛇

絃

聲

凄

瑟
2

た

る
唐

音

々
樂

を

聽

き

て
、醉

ひ

且

つ
樂

み

し
こ

S
は
、
褻

堂
遣
稿
抄
」卷

六
の
七
鴛
宣
審

西
飾
途
中
事

寄
束
武

諸
友
」の
詩

に
よ

つ
て
之
を

知

る
こ

ミ
を
羹

し
。

淌

ヌ

.
約

十

年

前
「曲

樂

少

令
」・レ
題

す

る

一
寫

本

を

得

た

る

が
、

　

　

鬧

五
更
(ナ

ヘ
ウ

ウ

、

ヶ

ン
)
　

　

　
銀

紐

絲
(イ

ン

ニ

ヘ
ウ

ス

ウ
)
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

'

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

コ

　

　

劈

破

玉
(ピ

ボ

ヲ

・ヨ
)
　

　

　

　

　

　

一
愛
(イ

ァ
イ
)

　

　

楚
江

引
(ズ

テ

キ

ヤ

ン
イ

ン
)
　

　

　

陽

關

曲
(ヤ

ン

ク
ワ

ン
キ

ヨ
)

　

　

梁

父

吟
(リ
唱ヤ

ン
フ

、

遇
イ

ン
)
　

　

新

水

命

　

　

梅

花

三
弄
(
ム
圃

ハ

ァ
サ

ン

男

ン
)

清

江

引
(チ

ン
キ

ヤ

ン
イ

ン
)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ぜ

　

　

款

乃

　

　

　

　

　

　

　

　

黄

梅

時
萸

ワ

ン

ム

イ

ズ

ウ

ッ

エ
)

　

　

.
念

口
令
(キ

ケ

ヘ
ウ

リ

ン
)
　

　

　

月

夜

聞

簫

　

　

良

夜

聽

琴

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
七

夕

雙

星

等

の
詞

曲

概

ね
唐

習

の
假

名

を

附

け

た

る
も

の
を

寫

し
、且

つ
「好

一
朶

茱

莉

花
」

(
ハ
ア

ヘ
ウ
　

イ
　

ト

ヲ
.
、
メ
　
リ

イ
　

ハ
ア

　
・
)等

四

曲

の

新

曲

を

寫

し
、

「冶

四

曲

譯

師

清

河

叉

彦

所

傳

也
」ε
認

せ

る
を

兄

れ
ば
、唐

書

譯

士

中
、特

に

音

樂

を

好

あ

る
者
は
、
.

其
好
む
所
を

人
に
傳
授

せ
し
こ

辜

察
す

べ
し
。

而
し

て
此

寫
本

は
護

七

年

延。
鰲

萬

の
謄
寫

な

る
凝

當
時
葉

國

事

　

　

　

　

　

　

第

三

卷

'
鷹

瞽

十

八

考

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
三
五

↑

顯
〆
℃

贈

・卿

'ヘ
ソ

ト

.
(

で

.　

の
司▼
露

ウ

『
躰

.
"副

[

㌧

曁　

㍉

`

櫨
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(

丶
ノ

　

　

　

　

　

第

三
巻

　
　班

曾

十

八

考

多

難

の

時

に

於

て
も
、唐

霄

明
清

の
樂

を

も

て

あ

そ

ぶ

者

多

か

り

し

こ

ε

を

知

る

べ

し
。
p

　

此

外
、清

人

偲

士
然

の
傅

へ
た

る
「月

琴

音

譜
」

(竹

田

の
白

喪

題

語

あ

り
、)

隆

六

一●

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

江

芸

閣

の

傳

へ
た

る
月

琴

の
樂

譜
(月

琴

樂

譜

序

跋

參

照
×及
が

長

崎

の
唐

逋

事
、竝

に
來

舶

清

國

人

よ

り

傳

授

せ
.ら

れ

た

る
鏑

木

派

の

月
琴

の
樂

譜
〆「清
風
雅

唱
」參

照
)な

汐
、諸

流

諸

派

の

明

清

曾

樂

は
、皆

唐

逋

事
、も

し

く

は
唐

普

本

土

よ

り

來

舶

の
清

國

人

よ

り
之

を

傳

受

し

た

る

も

の

に

し

て
、唐

邇

事

自

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ね

ら

明
清

普

樂

の
師

S

な

り

て
、之

を

弘

迺

し

た

る

も

の

も

あ
り
(「清

樂

曲

牌

雅

譜
」參

照
)。

而

し

て

是

等

の

明
清

者

樂

は
、皆

唐

音

を

以

て
唱

歌

吟

誦

せ

ち

れ

尢

る
も

の
な

り
o
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
'

　

今

次

に

江

戸

幕

末

滞

永

年

代

以

後

明

治

二
十

八

九

年

頃

に

至

る

ま

で

の
上

記

の

如

き

唐

管

樂

害

の
刊

木

及

び

寫

木

等

を

年

表

的

に

記

し

て
、以

て

幕

末

及
び

叨

治

時

代

に

も
、麼

晋

明

溝

音

樂

の

流

行

せ
し

こ

霊
を

證
す

る

一
助

S
な

さ

ん
。

　

ラ

　

一
五

知
齋

琴

譜

　
嘉

永

元

年
寫

本

一
册

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
・

　

(

　

　

　

唐

普

琴

樂

史

の

研

究

に

缺

く

べ

か
ら
、ざ

る
良

磐

な

り
。

　

ラ
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　
　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　リ

　

ニ
琴

譜

　

兄

島

鳳

林
校
、貫

名

海

屋

序

　

同

四

年

寫

木

三

册

　

M

　

三

西
秦

樂

意

録

　

百
花

園

王

人

韓

　

同

六

年

寫

木

「
册

　
只
　

四

清

新
樂

詞

　

　

同

人

瞬

　

　

　

　

同

七

年

寫

木

桶
册

　
(

　

　

　

ぎ
げラ

　

　

　

三

四

の

二
書

版

下

の

如

き

清

欝

木
な

り
。

　

　

　

く
　く

　

ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

　

五
月

琴

詞

譜

　

大

島

秋

琴

輯
、隅

田
圭

峯

校

　

萬

延

元

年

刊

二
册

,
(

　

　

　

頼

山
陽

の
題

字
、齋

藤

拙

堂

の

題

詞
、沈

春

香
、江
芸

閣

二
清

國

人

の

題

詞

な

曹

あ

り
。

㈹

曲
樂
少
令

安
政
七
年

延。
湫
犠

築

一
册

　
匂

束
皐

琴
譜

　
榊

原
友
仁
寫

　
文

久

二
年
寫

木

一
册
著

者

は
梅
溪

・こ
號
す
。
「以

竹
逸
琴

士
訂
木
害
寫
之

三
本
,之

内
也
。

り

掩

建鷺瞰

噸
㌃サ

、幽

,物 一マ.〔

.1
　　　　-
　　　　i

　ー

　

　

　

　

…

　

　

　

　

脚

　

　

　

　

　

　
心

　

　

廊

　

　

　

　

　

L

己　
ー
1ー

ー
ー

　
　
　
　
　
　
　

-

L
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¶

「

　
　

　

云

々
。」
ε
い

ふ
跋
文
あ

り
。
　

　
　

　

　

　
　

　

.　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

・

川
月
琴
樂
譜

　
夲
井
均

卿
同

連
山
傳

　
明
治
十

年
刊
四
册

(　
　

上
記
清

人
江
芸
閣

傳
來

の
琴
譜

に
し

て
、天
保

年
中
李
井
均
卿

之
を
傅

受
し
、之
を
共

子
連

山
、梅

園

兩
女

慶
に
傳

授
し

　
　

て
、盆

々
之
を

世
人

に
ひ
ろ
め
、明
治

十

一
年
前

後
頗

ケ
盛

に
行

は
れ
た
り
。

ラ九
清
樂

曲
牌
雅
譜
　

河
副
作

十
郎

編
　
同

年
刊

一
帙
四
册

(　
　

編

者
は
長
崎

の
人
、杏
村

ミ
貌
す
。　
二
百
餘
年

來
そ
の
家
世

々
唐
曾

逋
譯

を
奉
職

せ

る
も
の
な
り
。　
唐

逋
事

の
店

膏

　
　

樂
譜
編

述
、書

霊
人

S
相
遖
合

し
、其
題
簽
及
び

序
文

三
篇
は
清
國
人

の
筈

及
び
作

に
し
て
、支
那
趣

味
多
き

も

の
な

り
。

ラδ
花
月
餘
興
　
　李
井

れ
ん
(迚
山
)編

輯
　

同

年
刊

一
帙
小

本
五
册

M=
月

琴
樂
譜

中
弥
新

六
編
同

年
刊

信

西
秦

樂
意

譜
　
山
下
松

琴
著
述

　
同

十

二
年
刊

二
册

　
　

著

者

は
長
崎

の
人
な

り
。
,

ラ信
束
皐
「琴
譜

　
明
治
十

一
年
寫
本

一
册

勘
大
清

樂
譜
　

田
中
國

義

編
　
同

十
四
年
刊

一
册

M監

清
風
雅
唱

　
富

田
寛

著

　
同

十
六
年
刊

軸
帙

二
册

　
　

著
者
(溪
蓮

ミ
號
す
)は
鏑
木

溪
庵

の
門
人

に
し

て
.此

書

の
第

二
韓
の
富

田
溪
蓮

の
跋
文

に
よ
れ

ば
、

　
　

　
背

時
。
　
吾
溪

庵
先

生
得
之
崎
陽

譯
官
及
清
.人
。
　
而
授
子
弟
。

　
　

ε
あ

り
。

第
二

輯

に
呪は
、溪

庵
を

堂
兄

ミ
せ

る
市
河
米

庵
の
序

文
を

の
せ
、且

つ
唐
普

明
清
樂

流
行

の
欺

況
を

記

せ
り
。

ラ冢
清

風
雅

唱

第
二
薬
　
富

田
寛

著
　

同
十

七
、年
刊

一
册

(　
　

　
　

第

三
巻
　

鷹

曾

+

八
考
　

、
　

　

　

、　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

'
　

　

　

三
七
　

　

幽

ぐう

静

、

昌
＼

齢

一

5

}弟 恥塊
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演
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.
第

三
巻

　
庶

普

十

八
考

・
　

　
.
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

三
八
し

ラ一七
清
風
雅
譜

　
秋

山
鹿
固

著
　
同

年
刊

一
册

派天
武
藏

百
景

之
内
隅
田

川
水
神

森
　

小
林
清

親
識
　
同

年
刊

(　
　

叢

中

明
清

樂
の
月
琴
が

共
主
要

の
位
置
を

占
め
、風
景

は
餮

共
副

た
る
が

如
き
状
あ

り
。

月
琴

に
そ

ふ

る
に
韲

.

　
　

樂
譜

本
を
以
て
し
、且
つ
支
那

風

の
茶

器

を
識
き
當

時

の
支
那

趣
味

の
流

行
を
想
見

す

べ
嚢

も
の
な
り
。

留

風
雅
譜

鸛

木
蓬

原
磊

蕘

軒
校

蠻

+

一
年
刊

一
册

、
嬬

卿

勾

a
清

風
雅

唱
外
糊
同

二
十

一
年
刊
木

の
寫

木

か
夂

は
版

下
木

一
冊

M-二
一
清

樂
曲
譜
　
　
沖
野
竹
亭

著
　
　
同

一
一
十
六
」年
刊
　
　
　
　
　
　
　
　
.　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

-　
　
　
　
　
　
、　

,

訓
明
清
樂
之
栞

古

足
登
蕎

二
+
七
年
刊
初
版
叢

く　
　

音
樂
全

嘗
第
三
編

S
し

て
、博

文
館
よ
り
發

行
せ
ら

る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
、
　

・

動

琴
血

獨

稽
古

　
松
本

操
貞
序
、大
橋

新
太
郎
韓

　
同

二
十
八
年
刊

(　
　

見

百
科
集

蛬

五
編
ミ
し
て
夊

婁

館
よ
り
發
行
せ
ら

る
。

輩

に
清
樂
及
び
朗
琴
の
明
清
音
樂
の
條
あ
り
。

癬

明
箇
和
樂
獨
習
之
栞

長
馨

田
著

同

二
+
九
年
刊

　

　

　

　

　

　

　

.
　

　

　

・

　

　

以

上

は
刊

刻

及

び

霄

寫

の

年

の

明

な

ゐ

も

の

な

り
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

匹

　

　

以

下

書

寫

の

年

の
不

明

な

る
ポ

の
を

紀

さ

ん
。

年

は
不

明

な

れ

汐
も

大

體

嘉

永

以

後

の
寫

木

た

る
こ

ぐ、
は

明

な

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

唱

　

、
も

の

な

り
。

留

唱
響

　

　

　
留

風
柱
礎
　

　

　

　

　

　

　

　

　

、
塗
径
寒

ぞ
非.r

勤
清
風
雅
譜

　

　

,
　

知
胡
琴
譜
-
　

　

　

　

　

F
　

ー
ノ
　

　

篦

頻

急

、ぢ

劉

雅
譜
冒

の桀

創
尼
姑
思
還

　

　

　

　

豪

　

編

創

・卜
4x'

参

鵬 彳
lJ

♂ 浅砂)弐

殴

(三)

　 魏

　 氏

　 樂

　 諮.

,41'り

評

　 /
r)〆

でつ
　 ,?
ノ'

』　 1

ρ

2ん

励

㌔髫フ
'・

、蘇,

惨

鷺1
ρも

噛　
辱

著恥

幽硫　 　.ザL」A

,.　."""1"　 一'叩　　層騙-曝
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、

馬

懲

ノ

　

　

一

此

書
卷

頭

に

魏

雙

侯
、魏

皓
(君

山
)の

略

歴
、及

び

君
血

の
弟

子
、及

び

其

流

派

の
文

化

年

代

に

至

る
ま

で

の

事

を

記

し
、簡

　
　
　

婁

れ
・こ
も
有
盆
。
記
事
あ
り
・
　

　

　

　

　

　ら　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
ヘ
ノ

　

ニ
ニ
束

皐

果

譜

、琴

譜

新

聲

抄

合

本

　

量

瑞

蘭

派

清

樂

譜

.
〈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(

　

ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　レ　
　
　
　
　
　
　
ラ

　

三
闘
旌

音

琴

樂

(
一
眷
)
　

　

　

　

　

　

蹴
互
琴

一叢

附

雜

鈔

　

(

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　(

,

以

上

全

部

記

者

所

藏

な

り

。

三

十

五

部

の

數

は

決

し

て

少

し

ε

な

さ

す

。

燒

失
、紛

失

そ

の

他

散

佚

の

も

の

を

集

め

幾

し

た

ら

ル

に

な

、必

す

や

數

十

倍

以

上

の

多

き

に

,至

ら

ん

。
　
ま

た

寫

木

琴

譜

の

折

本

の

中

に

は
、詞

曲

樂

譜

を

寫

雀

爲

に

特

製

さ

れ

た

乃

紙

を

用

ふ

る

も

の

さ

へ

あ

り
。

以

て

少

く

ε

も

明

治

二

十

八
、九

年

即

ち

"

清

戰

役

の

頃

ま

℃

は
、我

國

に

於

け

る

唐

昔

明

清

樂

の

流

行

の

頗

る

盛

な

り

し

こ

ミ

を

想

見

す

べ

き

な

り

。

　
　
　
　
・　

　

十

六

　

唐

音

の
唐

人

踊

　

　

　

　

　

　

　,

・
文

化
、文

政

年

代

の

庚

習

流

行

の

一
現

象

は
所

謂

唐

人

踊

に

あ

ら

は

れ

た

り
。

こ

の

師

は
文

政

三

年
頃

流

行

し
、大

阪

下

り

「長

崎

龍

お

汐

り
」叉

は
「か

ん

く

.
踊
」

(看

々

阿

踊

)、

或

は
「唐

人

お

"
」
、り
」
な

・ご

・

稱

せ

ら

る

・

も

の

に

し

て
、唐

音

を

以

て

う

た

ひ

お

曹

り

た

る

も

の

な

り
。

馬

琴

の
「著

作

堂

雜

記

抄
」松
沛

靜

山

の
「甲

子
夜

話
」暁

晴

翁

の
「雲

錦

随

筆
」其

他

諸

書

に

見

ゆ
。

頗

瓠
職勢
曝
肋罐
職
裂
㍑
饗
精
畑
戳
鍛
勸
鑑
驚
靆
聴
灘
聽
雅
講
り
触雛

.

　

　

○

世

に

流

行

す

る
こ

ミ

も
.時

々
燮

蓬

す

る

も

の

な

り
。
へ中
略
V
又

去

年
比

よ

り

か
ん

く

踊

ミ

云

つ

て
.小

兒

の
戯

舞

す

　
　

る
あ
り
て
、都

下

に
周
遍
す
ρ
,
其
掌
唐
音

を
慱

へ
た

り

ε
云

ふ
こ

ε
な

り
。

坊

瞰
版
刻

し
て
費

弘
む
。

今
共

圖
竝

に
歌

　
　

講
を
左

に
載
す
。　
　
　
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「　
　
　

、

嶷

第

三

悠

・

膚

普

十

八

考

　
　
　
　
　
　

)

や

'

)

三
九

'

副ず脚
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獅

)

轡

O

臣)

　

　

　

　

.
第

三

卷

　
　唐
、腕
…
十

八
考

　

　

　

　
　・
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

.
　

　

四
〇

　

　

　

　

(圖

竝

に
歌
㌶

の
卿
職

ー-
之

を
省
略
ご

　

　

　

然

る
に

工

午

の

紋

政
の

轟

二
月
、市

長

停

止

0

事

を
闔

都

に
觸

る
。

自
是

し

て

止

む
。

其

文

に

曰

く
、

　

　

　

　

　

　

　

　

コ
4
　
{

　

　

　

一
唐

人

踊
之

儀
、此

度

嚴

敷

停

止

被

仰

付

候

に

付
、子

供

に

至

る
迄
、か

ん
く

踊

り

歌

抔

決
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